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っ
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中
国

の
禅
門
は
南
宋
以
降
、
明
代
初
期
に
か
け
て
五
山
十
刹
を
中
心
に
し
て
全
盛
を
誇
る
が
、
そ
の
五
山
の

一
つ
と

し
て
著
名
な
寺
に

明
州
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
が
あ
る
。

こ
の
寺
は
、
西
晋
恵
帝
の
永
康
元
年

(三
〇
〇
)
に
、
太
白
祖
師
義
興
が
結
奄
し
た
の
に
始
ま
る
と
さ
れ

(『天
童
寺
志
』
巻
二
・建
置
孜
・
-

a
)、下

っ
て
唐
代
の
乾
元
二
年

(七
五
九
)
に
勅
旨
に
よ
り
天
童
環
醜
寺
と
名
づ
け
ら
れ

(同
前
i

b
～
2
a
)、
宣
宗

の
大
中
元
年

(入
四
七
)

に
成
啓
禅
師
の
奏
請
に
よ
り
十
方
住
持
刹
に
充
て
ら
れ
る

(同
前

・
2
a
)。
そ
の
後
、

一
時
期
、
天
寿
寺
と
改
名
さ
れ

る
が
、
北
宋
真
宗

の
景
徳
四
年

(
一
〇
〇
七
)
に
勅
旨
に
よ
り
、
後
世

一
般
に
良
く
知
ら
れ
る
天
童
山
景
徳
禅
寺
と

い
う
名
称
と
な

っ
て
い
る

(同
前
・3
a
)。

そ
し
て
、
南
宋
以
後
、
五
山
十
刹
制
度
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
五
山
の
名
刹
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

歴
代
住
持
の
中
で
、
日
本
に
お

い
て
名
前
を
知
ら
れ
た
禅
僧
に
、
黙
照
禅
を
唱
え
た
第
十
六
代
住
持

・
宏
智
正
覚

(
『天
童
寺
志
』
巻
三
・

13
a
)
や
、
道
元
が
入
宋
し
て
参
じ
た
長
翁
如
浄

(世
代
数
不
明

・
32
b
)
が
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
曹
洞
宗
の
拠
点
と

い
う
印
象
が
強
い

よ
う
だ

が
、
宏
智
の
後
に
住
持
と
な

っ
た
第
十
九
代

・
応
篭
曇
華

(14
b
)
や
第
二
十
代

・
密
篭
成
傑

(16
b
)
な
ど
臨
済
系
の
巨
匠
も
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歴
代
住
持
と
し
て
多
数
入
院
し
て
お
り
、
日
本
臨
済
禅
の
開
祖
と
さ
れ
る
明
庵
栄
西

の
師
で
あ
る
虚
篭
懐
傲

(生
卒
年
不
詳
)
が
淳
煕

十
六
年

(
=

八
九
)
に
住
持
と
な

っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る

(『攻
姥
集
』
巻
五
七

・
天
童
山
千
仏
閣
記
、
四
庫
全
書
本

・
7
b
)
。
十
方

住
持
刹
の
名
前
通
り
、

一
宗

一
派
に
偏
し
な

い
寺
院
だ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
朝
に
入

っ
て
か
ら
、
臨
済
系

の
禅
匠
が
住
持
を

独
占
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
禅
門
内
に
お
け
る
臨
済
宗
の
隆
盛
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、時
代
の
趨
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

天
童
景
徳
禅
寺

の
中
国
五
山
十
刹
に
お
け
る
順
位
に
つ
い
て
、
義
堂
周
信

の

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』

(永
徳
二
年

〔洪
武
十
五
年
〕

一
三
八
二
・
五
月
七
日
条
)
や

『扶
桑
五
山
記
』
、

『和
漢
禅
刹
次
第
』

(
『続
群
書
類
従
』
第
二
八
輯
上
・
巻
八
二
一
・
b
⇔
。。。。～
ら
)
、

『禅
林

象
器
箋
』

(第

一
類

・
区
界
門

・
五
山
、
十
刹
、
5
b
～
6
a
)
で
は
、
五
山

の
第
三
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
五
山
制
度
が
全
盛

で

あ

っ
た
南
宋
末
か
ら
元
代
を
経
て
明
初
に
至
る
ま
で
、
五
山
第
三
位
で
あ

っ
た
時
期
が
長
く
続

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

『天
童

寺
志
』
に
よ
れ
ば
、
明
初
の
洪
武
二
十
五
年

(
一
三
九
二
)
に
、

「禅
宗
五
山
之
第

二
」

(巻
二
・
建
置
孜

・
14
b
)
に
定
め
ら
れ
た
と
さ

れ
、
昇
格
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
、
永
楽
十
三
年
乙
未

(
一
四

一
五
)
に
寺
院

・
道
観
の
整
理
統
合
が
行
わ
れ

(同
前
)、
更
に
永
楽
十
八
年

(
一
四
二
〇
)、
南
京
か

ら
北
京

へ
の
遷
都
が
決
ま
り

(『明
史
』
巻
七
)、
北
京
が
首
都
と
な

っ
て
以
降
、
明
朝
末
期
に
至
る
ま
で
、
明
朝
に
よ
る
仏
教

の
整
理
統

制
の
強
化
も
あ

っ
て
、
中
国
仏
教
は
江
南
に
限
ら
ず
全
域
的
に
凋
落
の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
陳
垣

(
一
八
八
〇
～
一
九
七

一
)
が
「明

の
宣
徳
年
間

(
一
四
二
六
～
三
五
年
)
か
ら
以
後
、
隆
慶
年
間

(
一
五
六
七
～
七
二
年
)
よ
り
以
前

の
百
年
余
り
は
、
教
も
律
も
浄
土
も
禅
も

中
国
全
土
で
ヒ
ッ
ソ
リ
と
し
て
い
た

(計
明
自
宣
徳
以
後
、
隆
慶
以
前
、
百
飴
年
間
、
教
律
浄
禅
、
皆
声
閲
寂
、
全
中
土
如
此
)」
(
『明
季
愼
欝
仏
教
考
』

巻

一
・巳

ω)
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
明
代
中
葉

の

一
四
〇
年
間
ほ
ど
は
特
に
低
調
な
時
期

で
あ
り
、
天
童
寺
を
始
め
と
す
る
五
山
も
そ

の
例
外
で
は
な
か

っ
た
。

明
代
に
お
け
る
天
童
寺
の
衰
退
に
つ
い
て
、
『天
童
寺
志
』
に
次
の
様
な
記
載
が
あ
る
。

禅
宗
の
法
系
を
伝
え
て
住
持
し
た
も
の
と
し
て
は
、
〔明
の
永
楽
年
間
に
続
く
〕
宣
宗

の
宣
徳
年
間

(
一
四
二
六
～

一
四
三
五
)
に
無
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伝
學
禅
師
が

〔天
童
寺
の
〕
第
七
十
二
代
を
称
し
、大
用
機
禅
師
が
第
七
十
五
代
を
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
中
断

し
て
し
ま
い
、

　
　

そ

の
間
に
円
榿
が

〔火
事
で
焼
け
た
殿
閣
を
〕
再
建
中
興
す
る
と
い
う
功
績
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
法
系
は
分
か

っ
て
い
な
い
。

〔ま
た
、〕
住
持
を
称
し
て
い
て
も
、
禅
師
と
書
か
れ
て
い
な

い
者
は
、
〔歴
代
住
持
を
列
記
し
た

「先
覚
考
」
に
記
載
せ
ず
〕
別
記

み
や
こ

し
た
。
『明
会
典
』

の

「事
例
」
に
は
、
「天
順
八
年

(
一
四
六
四
)、
京
城
の
内
外
に
あ
る
寺
院
や
道
観
は
、
今
後
、
〔建
物

の
〕
増

築
修
理
や

〔勅
〕
額

〔下
賜
〕
の
請
願
を
許
可
し
な
い
」
(巻
五
九
・8
a
)
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
も
推
し

て
知
る
べ
し
で

て
ら

あ

ろ
う

。

こ

れ

以

後

、

仏

教

は

衰

退

し
、

本

山

(
11
天
童
寺
)

の

よ
う

な

名

刹

で

さ

え

、

房

を

四

つ

に
分

け

、

常

住

と

合

わ

せ

て
五

つ
と

し

て
、

田

地

を

各

々

〔分

け

て
〕

持

ち

、

お
茶

や
筍

が

で

き

れ

ば

権

勢

を

持

っ
た

人

に
振

る
舞

い
、

龍

角

や
鶏

丸

〔
と

い

っ
た

漢

方

薬

〕

が

あ

れ

ば

俗

人

に
取

り

入
り

、

や

り

た

い
放

題

に

〔
祖

師

の
〕

塔

や

碑

を

破

壊

し

た

。

そ

れ

で
も

幸

い
な

こ

と

に

、

一
二

の
老

宿

が

、

そ

の
殿

閣

の
保

持

に
努

力

し

て
き

た

。

だ

か

ら

、

遊

山

し

て
詩

を

詠

む

者

も

い
た

が

、

洪

水

が

〔仏

教

に
対

し

て
〕

戒

を

め

降

し

〔た

の

で
あ

ろ
う

〕
、

〔寺

は
全

壊

し

て

し

ま

い
〕

と
う

と
う

立

派

な

建

物

も

訪

れ

る

こ
と

が

で
き

な

く

な

っ
た

。

あ

あ

、

興

廃

は

定

ま

り

な

く

、

治

乱

は
繰

り

返

す

も

の

な

の
で

あ

ろ
う

。

伝
法
而
住
持

、
有
明
至
宣
徳
時

、
無
伝

享
禅
師

、
稻

七
十
二
代
、
大
用
機
禅
師
稻
七
十

五
代

。
此
後

中
断
。
其
間
円
榿
惟
著

興
建

之
助
、
承
法
無

聞
焉
。
凡
書

住
持
、
而
不
書
禅
師

者
、
示
別
也
。

『会
典
』
事

例
、
載

「
天
順
八
年

、
詔
京
城
内
/
外
寺

観
、
今
後
不
許
増
修
請
額
」
。
他
可
知
　
。

自
此
仏
教
寝
衰
、
如
本
山
名
刹
、
亦
更
十
方

住
持
之
制
、
分
房
凡
四
、
与
常
住
為

五
、
荘
産
各

持
、
茶
香
筍
熟
、
墾
於
勢
家
、
龍
角
難

丸
、
謀
於

俗
姓
、
厨
塔
殿
碑
、
無
所
不
至
。
猶
幸
住
持

一
二
老

宿
、
力
摂
延
保
此
殿
閣
。
以
故

不
廃

游
詠
者
。
迫
洪
水
降
警
、
而
勝
構
遂

不
可
問
。
鳴

呼
、

興
替
不
常
、
循

環
治

乱
。
(
『
天
童
寺
志
』
巻

二

・
建
置
孜
上

・
16

a
～
b
)

こ

こ

に
言

う

「
洪

水

」

と

は

、
神

宗

の
万

暦

十

五

年

(
一
五
八
七
)
七

月

二
十

一
日

に
起

こ

っ
た

大

洪

水

の

こ

と

で

、
こ

の
洪

水

に

よ

っ

て
天
童

寺

は

壊

滅

的

な

打

撃

を

受

け

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る

(
『
天
童
寺
志
』
巻

二

・
建
置
孜
下

・
20
a
～
b
)
。
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二

明
末
に
お
け
る
天
童
寺

の
復
興

そ
の
後
、
同
年
冬
に
法
堂
が
再
建
さ
れ
、
万
暦
末
年
ま
で
に
寺
宇
は
あ
る
程
度
復
興
さ
れ
る
が
、
本
格
的
な
天
童
寺
の
復
興
が
な
さ
れ

る
の
は
、
崇
禎
四
年

(
=
ハ
三

一
)
四
月
三
日
に
、
臨
済
宗
の
密
雲
円
悟
が
阿
育
王
よ
り
移

っ
て
住
持
と
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、

天
童
寺

は
再
び
名
刹
と
し
て
の
面
目
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る

(同
前
)。

以
後

、
崇
禎
十
四
年
ま
で
、
十
年
の
間
に
、
密
雲
は
天
童
寺
の
仏
殿
を
始
め
と
す
る
諸
堂
を
次
々
に
建
立
し
た
と
さ
れ
る
。

師

(密
雲
)
は
住
持
し
た
道
場
で
、
道
義
的
に
な
す

べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
力
と
経
費
を
問
題
に
せ
ず
、
い
つ
も
出
来
る
だ
け

の
こ
と
を
し
て
助
け
ら
れ
た
。
師
が
金
粟

(漸
江
省
嘉
興
府
金
粟
山
広
慧
禅
寺
)
に
い
た
時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
建
築
が
な
さ
れ
て
、

だ
め
に
な

っ
て
い
た
数
多
く
の
も
の
が
こ
と
ご
と
く
元
通
り
に
な

っ
た
。
天
童
は
禅
宗
五
山
の

一
つ
で
あ
り
、
祖
師
方
が
代
々
出
ら

れ
、
〔寺
の
〕
規
模
も
広
大
で
あ

っ
た
が
、
禅
宗

の
教
化
は
久
し
く
行
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
〔寺
の
殿
閣
は
〕
瓦
礫

灰
儘
に
近
い
状

態

だ

っ
た
。
師
は
、
そ
の
地
に
い
る
以
上
、
そ
の

〔復
興
事
業

の
〕
責
務
を
負
う

べ
き
だ
と
思
い
、
数
年

の
創
建
で
、
殿
閣
や
お
堂
、

寮
舎
か
ら
、
厨
房
・廊
下
・便
所
・浴
室
に
い
た
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く

一
新
し
た
。
〔ま
た
〕
単
に
旧
観
を
復
旧
し
た
だ
け
で
な
く
、

山
中
に
あ
る
三
十
以
上
の
祖
師
の
塔
で
、
侵
害
破
壊
さ
れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
の
で
、
す
べ
て
き
ち
ん
と
調
査
し
て
修
理
し

た
。
師
は
こ
の
よ
う
に
寺
院
の
事

に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。

師
所
住
道
場
、
義
当
為
者
、
不
偉
煩
費
、
毎
馨
所
有
以
佐
之
。
師
在
金
粟
、
多
建
置
、
百
廃
旦
ハ挙
。
天
童
為
禅
宗
五
山
之

一
、
祖
師
代
起
、
規
模

宏
大
。
而
法
席
久
虚
、
隣
子
瓦
礫
灰
儘
。
師
念
処
其
地
、
当
任
其
責
、
数
年
締
造
、
自
殿
閣
堂
寮
、
以
庖
廊
固
操
之
属
、
岡
不
鼎
新
。
不
但
復
旧

観
而
已
。
山
中
祖
塔
、
三
十
有
絵
、
多
侵
穀
者
、
皆
清
藪
而
修
葺
之
。
師
之
尽
力
干
院
事
、
如
此
。
(王
谷
撰

「密
雲
行
状
」、
『密
雲
禅
師
語
録
』

巻

=
一附
録

・
24
b
～
25
a
)

そ
し
て
、
密
雲
に
よ

っ
て
復
興
さ
れ
た
天
童
寺
は
、
崇
禎
年
間
、
密
雲
に
よ
る
臨
済
禅
の
復
興
拠
点
と
し
て
、
広
く
知

ら
れ
る
こ
と
に
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な
る
。
密
雲

円
悟
は
、
日
本
に
黄
奨
宗
を
伝
え
た
隠
元
隆
埼
の
法
祖
に
当
た
り
、
そ
の
禅
風
は
、
看
話
禅
を
否
定
し
た
棒
喝
禅

一
辺
倒
の
強
烈

な
も

の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
教
禅

一
致
や
儒
仏

一
致
に
背
を
向
け
た
純
禅
志
向
で
あ
り
、
棒
喝
禅
を
臨
済
正
宗
と
し
て
掲
げ
、
明
末
に
臨

済
禅

の
復
興
を
行
な

っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
棒
喝
禅
は
、
天
童
に
入
る
以
前
、
嘉
興
の
金
粟
や
福
州
の
黄
奨
に
お

い
て
、
既

に
突
出

し
た
も

の
と
し
て

一
世
を
風
靡
し
て
い
た
。
そ
の
面
目
は
次
の
二
つ
の
資
料
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

あ
な
た

〇
三
峰

の
漢
月
が
参
じ
て
、
〔密
雲
に
〕
上
堂
し
て
臨
済
宗
旨
の
来
源
を
示
す
よ
う
請
う
た
。
あ
る
僧
が
進
み
出
て
質

問
し
た
、
「和
尚

き
た
な
い
み
ず

か

な
ぐ

の

『
悪

水
を
人
に
溌
け
る
』
〔
つ
ま
り
悪
辣
な
指
導
法
〕
は
ど
う

い
う
も
の
で
す
か
」。
師

(密
雲
)
は
す
ぐ
に
打

っ
た
。
僧
が
口
を

お
い
だ

開

い

て
何

か

言

お

う

と

す

る

と

、

師

(密
雲
)
は

た

だ

ち

に

〔
そ

の
僧

を

〕

法

堂

か

ら

打

出

し

て

言

っ
た

、

「
こ
れ

こ
そ

臨

済

の
宗

旨

だ

」
。

三
峰
漢
月
参
、
請
上
堂
示
臨
済
宗
旨
来
源
。

一
僧
出
間
、
「
如
何

是
和
尚
悪
水

溌
人
」
。
師
便
打

。
僧
擬

開
口
。
師
直
打
出
法
堂

云
、
「者
便
是
臨
済

宗
旨
」
。

(
『密
雲
禅
師
語
録
』

巻
二

・
金

粟
語
録

・
4
b
～
5

a
)

な
ぐ

○

僧

の
質

問

、

「
臨

済

宗

と

は

ど

の
様

な

も

の
で

す

か

」
。

師

(密

雲

)

は

言

っ
た

、

コ

棒

の
も

と

に
打

り
殺

す

」

と

。

〔問
、
〕
「
如
何
是
臨
済
宗
」
。
師
云
、
コ

棒
打

殺
」
。

(『密
雲
禅
師
語
録
』
巻

二

・
金
粟
語
録

・
9

a
)

と

も

あ

れ

、

も

と

も

と

名

刹

で
あ

っ
た

天

童

の
知

名

度

は
高

か

っ
た

の
で

あ

ろ
う

。

後

世

、

密

雲

の

一
門

と

言

え

ば

天

童

寺

を

思

い
浮

か

べ
る

ほ

ど

、

密

接

な

関

係

に
な

る

の

で
あ

る
。
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三

密
雲
以
後
の
天
童
寺
の
住
持
…
徒
弟
院
化

密
雲
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
天
童
寺
は
、
明
末
に
あ

っ
て
も
五
山
寺
院
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
五
山
制
度
そ
の
も
の
は
復

活
し
た
兆
し
が
見
ら
れ
な

い
。
五
山
と

い
う
寺
格

の
高
さ
は
保
持
し
て
い
た
と
し
て
も
、
所
領
な
ど
、
ど
れ
ほ
ど
の
内
実
を
伴

っ
て
い
た

か
は
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、天
童
寺
は
十
方
住
持
刹
、
つ
ま
り
住
持
の
宗
派
法
系
を
問
わ
な
い
寺
院
で
あ

っ
た
と

さ
れ
て
い
る
が
、

実
質
的
に
は
密
雲
以
後
、
密
雲

一
派

の

一
流
相
承

の
徒
弟
院
化
し
た
実
態
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
徒
弟
院
化
は
、
天
童
寺
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
五
山
第

一
位

の
径
山
を
除
け
ば
、
明
末
か
ら
清
初

に
か
け
て
、
ほ
と

ん
ど

の
寺
院

で
特
定
の
門
派
に
よ
る
寺
院
の
占
有
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
「五
山
之
上
」
の
寺
格
で
南
京
僧
録
司

が
置
か
れ
て
い
た

天
界
寺
は
曹
洞
宗
の
覚
浪
道
盛
と
そ
の

一
門
が
住
持
し
、
も
と
も
と
五
山
第

二
位

で
あ

っ
た
霊
隠
寺
は
密
雲
の
孫
弟
子

に
当
た
る
具
徳
弘

礼
の

一
門
が
、
第
四
位
で
あ

っ
た
浄
慈
寺
は
密
雲
法
嗣
で
あ
る
漢
月
法
蔵

の

一
門
が
、
第
五
位
の
阿
育
王
寺
は
密
雲
の
孫
弟
子
に
当
た
る

　
　
　

太
白
行
雪
の

一
門
が
そ
れ
ぞ
れ
歴
代
住
持
を
占
有
し
て
い
た
。

五
山
以
外
で
も
、
明
末
期
に
擾
頭
し
た
禅
宗
各
派
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
と
な

っ
た
徒
弟
院
が
あ
り
、
例
え
ば
曹
洞
宗
で
は
無
明
慧
経

一
門

の
寿
昌
寺

(江
西
省
建
昌
府
新
城
県
)、
や
鼓
山
涌
泉
寺

(福
建
省
福
州
府
閾
県
)、
無
明
下
、
無
異
元
来

一
門
の
博
山
能
仁
寺

(江
西
省

広
信
府
広
豊
県
)、
湛
然
円
澄

一
門
の
雲
門
山
顕
聖
寺

(漸
江
省
紹
興
府
会
稽
県
)
な
ど
が
あ
り
、
臨
済
宗
で
は
天
隠
円
修

一
門
の
報
恩
寺

(漸

江
省
湖
州
府
武
康
県
)
や
馨
山
寺

(江
蘇
省
常
州
府
荊
渓
県
)
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

(
2
)

(
3
)

密
雲
円
悟

一
門
も
、
天
童
寺
以
外
に
、
金
粟
山
広
慧
禅
寺

(漸
江
省
嘉
興
府
海
塩
県
)
や
天
台
山
通
玄
禅
寺

(漸
江
省
台
州
府
天
台
県
)、
黄

　　
　

奨
山
万
福
禅
寺

(福
建
省
福
州
府
福
清
県
)
な
ど
を
徒
弟
院
化
し
て
い
た
。

そ

ん
な
中
に
あ

っ
て
、
密
雲
が
中
興
し
た
天
童
寺

の
、
密
雲
遷
化
後
の
歴
代
住
持
に
つ
い
て
は
、
清

の
嘉
慶
重
刊
本

『天
童
寺
志
』
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一
〇
巻

の
巻
三

「
先
覚
孜
」
(50
b
～
61
b
)
に
、
密
雲
以
後

の

「
国
朝
」
の
歴
代
住
持
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

　
ら
　

し
て
、

そ
の
住
持
し
た
順
序
と
具
体
的
な
年
数
を
調
べ
る
と
、
凡
そ
次
の
様
に
な
る
。

ω
密
雲
円
悟

働
木
陳
道
悉

㈹
費
隠
通
容

㈲
林
野
通
奇

㈲
牧
雲
通
門

㈲
浮
石
通
賢

ω
木
陳
道
悉

《再
住
》

㈲
遠
篭
本
儂

働
山
暁
本
哲

㈲
柏
堂
超
静

(元
静
)

⑳
慰
弘
元
盛

働
天
嶽
本
昼

⑯
偉
載

乗

崇

禎

四
年

(
=
ハ
三

一
)
四

月

～

崇

禎

十

四
年

(
一
六

四

一
)
九

月

崇

禎

十

五
年

(
一
六
四

二
)
冬

～

順

治

三

年

(
一
六
四
六
)
七

月

順

治

三
年

(
一
六
四
六
)
十

月

～

六

年

(
一
六
四
九
)
秋

順

治

七

年

(
一
六

五
〇
)
五

月

～

順

治

九

年

(
一
六

五
二
)

三
月

(遷
化
)

順

治

九

年

(
一
六

五
二
)
冬

～

十

一
年

(
一
六

五
四
)
秋

順

治

十

一
年

(
一
六

五
四
)
～

順

治

十

四
年

(
=

ハ
五
七
)

順

治

十

四
年

(
一
六

五
七
)
～

十

八

年

(
一
六
六

こ

順

治

十

八
年

(
一
六
六

一
)
七

月

～

康

煕

十

一
年

(
=

ハ
七

二
)

康

煕

十

一
年

(
一
六
七

二
)
～

二
十

五
年

(
一
六
八
六
)
十

一
月

(遷
化
)

康

煕

二
十

五
年

(
一
六

八
六
)
～

二
十

六

年

(
一
六

八
七
)

康

煕

二
十

六
年

(
一
六

入
七
)
～

三

十

四
年

(
一
六
九
五
)

康

煕

三
十

五
年

(
一
六
九
六
)
～

四
十

四
年

(
一
七

〇
五
)
春

康

煕

四
十

四
年

(
一
七

〇
五
)
春

～

ま
た
、
こ
の
十
三
人
を

「
法
系
図
」
で
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
り
、
明
末
清
初
期
の
天
童
寺
が
臨
済
宗
、

独
占
さ
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。
(太
字
が
歴
代
住
持
。
ω
～
⑯
は
世
代
数
を
示
し
て
い
る
。)

他
の
資
料
も
併
用

そ
れ
も
密
雲
円
悟
の

一
派
に
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く

へ
こ
こ
　

虎
丘
紹
隆

応
蕎
曇
華

ー

密
篭
成
傑

ー

破
庵
祖
先

-

無
準
師
範

ー

雪
巌
祖
欽

中
峰
明
本

ー

千
巌
元
長

-

万
峰
時
蔚

海
舟
普
慈

i

宝
峰
明
璋

孚 牧 石 木 万 朝 石 費
… 雲 奇 陳 如 宗 車 隠
諺 通 通 道 通 通 通 通
巽 門 雲 恣 微 忍 乗 容
5)(5){2×7)(3)

一 一 「ヨ 「一一 一ヨ
天
奇
本
瑞

無
聞
正
聡

天
嶽
本
昼
㈱
1

偉
載

笑
巌
徳
宝

幻
有
正
伝

仲
祓
実
任



「 一 一
雪 天
嬌 隠
円 円
信 修

箸
番
通
問

天
笠
行
珍

轟
∵
灘

-

郭
凝
之
居
士

夢
番
超
格

晦
石
超
埼

迦
陵
性
音
-

-
雍

正

帝
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天
童

は
、
ω
密
雲
が
入
寺
し
た
崇
禎
四
年

(
一
六
三

一
)
か
ら
、
⑯
偉
載
乗
が
天
嶽
の
後
董
を
受
け
た
康
煕
四
十
四
年

(
一
七
〇
五
)
ま

で
七
十

四
年
間
、
ま
た
木
陳
が
密
雲
の
後
を
受
け
た
崇
禎
十
五
年

(
一
六
四
二
)
か
ら
数
え
て
も
六
十
三
年
間
、
そ
れ
以
後

の
住
持
は
不

明
で
あ

る
も

の
の
、

一
派
に
よ
る
独
占
が
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
同
じ
密
雲
の

一
門
の
中
で
も
、
七
代
目
以
降
は
木
陳
道
悉
の

一

派
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
木
陳
が
天
童
に
再
住
し
た
順
治
十
四
年
か
ら
十
八
年
の
間
に
あ

っ
た
大
き
な
出
来
事
が
影
響
し
て
い

る
。そ

れ
は
、
木
陳
が
清
朝
順
治
帝
か
ら
京
師
の
宮
廷
に
招
か
れ
た
と
い
う
事
実
の
存
在
で
あ
る
。
木
陳
は
順
治
帝
に
招
聰
さ
れ
て
北
京
に

赴
き
、
順
治
十
六
年

(
一
六
五
九
)
十
月
に
万
善
殿
で
結
冬
開
堂
し

(『北
遊
集
』
巻

一
・1
a
)、
翌
年
四
月
に

「弘
覚
禅
師

」
の
勅
号
と
銀

印
を
下
賜
さ
れ
て
天
童

に
戻

っ
た

(『宗
統
編
年
』
巻
三
二
・2
4
7
c
)。
そ
の
間
に
、
木
陳
が
宮
中
で
作
成
し
た
詩
文
や
、
順
治
帝
と
の
問

答
は
、
後
に
禁
書
と
な

っ
た

『弘
覚
悉
禅
師
北
遊
集
』
六
巻

(C

一
〇
二
所
収
)
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

北
京

か
ら
戻

っ
た
木
陳
は
、す
ぐ
さ
ま
順
治
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
金
千
両
を
用
い
て
天
童
寺
の
殿
宇
の
修
理
を
行

い
(『天
童
寺
志
』
巻
二
・

建
置
孜
下

・
30
b
)、
康
煕
七
年

(
一
六
六
八
)
に
は
、
順
治
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
農
翰
や
書
画
を
保
管
す
る
た
め
に
、
宝
蔵

で
あ
る

「奎
換

楼
」
を

天
童
寺
に
建
て
て
い
る

(同
前

・
31
a
)。

木
陳

が
、
順
治
帝
と
の
繋
が
り
を
利
用
し
て
宗
門
内
で
絶
大
な
勢
力
を
誇

っ
た
事
実
は
、
陳
垣

『清
初
僧
諄
記
』
(
一
九
六
二
・中
華
書
局
、
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拙
訳

・
一
九
八
九

・
申
国
書
店
)
が
既
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
弟
子
の
山
暁
本
哲
も
、
天
童
寺
に
住
持
し
て
い
た
康
煕
十
入

年

(
一
六
七
九
)
に
、木
陳
が
建
て
た

「奎
換
楼
」
の
後
方
に

「御
碑
亭
」
を
建
造
し
て
順
治
帝
の
勅
書

・手
詔
を
碑
に
刻

み

(同
前
・32
b
、

33
a
)、
そ
の
受
け
た
寵
愛
を
重
ね
て
顕
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

山
暁
本
哲
は
、
旅
庵
本
月
と
共
に
木
陳
に
随
行
し
て
北
京
に
赴
い
た
人
物
で
、
山
暁
と
旅
庵
は
、
木
陳
が
天
童
に
戻

っ
た
後
、
順
治
帝

の
要
請

に
よ
り
都
に
残

っ
て
隆
安
寺
と
善
果
寺
で
開
堂
説
法
し
て
い
る

(『北
遊
集
』
巻
四

・
奏
対
別
記
下

・
15
b
、
『五
燈
全
書
』
巻
七
三

・
Z

1
4
1
1
2
6
2
c
、
2
6
3
b
)。
木
陳
同
様
、
順
治
帝
の
威
光
を
利
用
し
て
、
そ
の
地
位
を
誇
示
し
た
禅
僧
な
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
皇
帝
の
後
ろ
盾
を
得
て
、
天
童
寺
は
密
雲

一
門
の
中
で
も
木
陳

一
派
の
徒
弟
院
化
す
る
わ
け
だ
が
、
天
童

以
外
に
密
雲
下

　　
　

の

一
門

に
よ

っ
て
徒
弟
院
化
さ
れ
た
寺
と
し
て
は
費
隠
通
容
の

一
派
に
よ
っ
て
住
持
が
独
占
さ
れ
た
福
建

の
黄
奨
が
あ
り
、
特
段
木
陳

一

派
だ
け

に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
い
。
た
だ
、
寺
格
や
規
模
か
ら
言

っ
て
、
天
童
は
傑
出
し
た
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

四

密
雲
の
後
継
候
補

天
童
寺
の
住
持
の
清
初
に
お
け
る
全
体
的
な
流
れ
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
後
継

の
住
持
が
選
定

さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
密
雲
円
悟
の
遷
化
直
後
、
そ
の
法
嗣
の
間
で
、
ど
の
様
な
方
法

・
基
準
で
後
継
者
が
決
め
ら
れ
た
か
を
見

て
み
た

い
。
こ
れ
を
通
し
て
、
明
末
当
時
の
五
山
に
お
け
る
住
持
選
定
の
在
り
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

宋
末
か
ら
元
朝

・
明
初
に
お
い
て
は
、
天
童
寺
に
限
ら
ず
官
刹
は
、
官
吏
や
僧
官
の
主
導
で
後
住
が
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
明
代
中
葉

の
仏
教
衰
退
に
伴

っ
て
、
そ
の
形
式
も
崩
れ
、
住
持
の
選
定
方
法
も
か
な
り
変
質
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
そ
の
寺
に

関
係
し
た
僧
侶
主
導
で
後
住
の
選
出
が
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
多
く
の
寺
院
が

一
流
相
承
の
徒
弟
院
と
な

っ
た
事
実
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
、
お
お
む
ね
法
系
が
繋
が

っ
て
い
る
僧
侶
の
中
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
法
嗣
間
の
派
閥
争

い
な
ど
も
あ
り
、
天
童
寺

の
場
合
、
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兄
弟
弟
子
の
問
で
必
ず
し
も
円
滑
に
後
継
者
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

密
雲

が
遷
化
し
た
の
は
、
明
朝
最
末
期
、
毅
宗

の
崇
禎
十
五
年

(
一
六
四
二
)
七
月
七
日
の
こ
と
で
あ
り
、
天
童
寺

の
後
任
の
住
持
と

し
て
法
嗣
の

一
人
で
あ
る
木
便
道
悉
が
決
ま

っ
た
の
は
同
じ
年

の
冬
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
「冬
」
と
だ
け
あ

っ
て
、
何
月
何
日
と
分
か
ら

な
い
の
は
、
そ
の
決
定
の
経
緯
が
複
雑
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
費
隠
通
容
が
崇
禎
十
六
年
二
月
十
四
日
に
撰
述
し
た

「説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
」
(『費
隠
禅
師
別
集
』
巻

　　
　

一
五
i

a
～
11
a
)
を
資
料
と
し
て
、
以
前
、
拙
稿
で
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、
後
継
問
題
に
関
わ

っ
た
当
事
者
の

一
人
で

あ
る
牧
雲
通
門

の

『四
悉
書
』
巻

一
四
に

「定
天
童
継
席
書

壬
午

(崇
禎
十
五
年

・
一
六
四
五
)
冬
。
前
後
八
首
」
と
い
う
、
後
継
選
定

を
め
ぐ
る

一
連
の
書
簡
が
存
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
を
費
隠

の
資
料
と
併
せ
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
事
の
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

具
体
的
な
展
開
を
見
る
前
に
、
密
雲
が
遷
化
し
た
崇
禎
十
五
年
七
月
の
時
点

で
、
天
童
の
後
継
者
と
な
り
う
る
密
雲
の
法
嗣
、
十
二
人

が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
た
か
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
五
峰
如
学

②
漢
月
法
蔵

③
破
山
海
明

④
費
隠
通
容

⑤
石
車
通
乗

⑥
朝
宗
通
忍

⑦
万
如
通
微

崇
禎
六
年

(
=
ハ
三
三
)
に
既
に
遷
化
。

崇
禎
八
年

(
=
ハ
一二
五
)
に
既
に
遷
化
。

　　
　

四
川
の
寺
院
に
住
持
。
　　
　

金
粟
山
広
慧
禅
寺
に
住
持
。

崇
禎
十

一
年

(
一
六
三
八
)
に
既
に
遷
化
。

広
東
の
曹
渓
南
華
禅
寺
に
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

　
け
　

福
建
の
曹
山
上
生
禅
寺
に
住
持
し
て
い
た
。

　　
　

密
雲
と
不
仲
で
あ

っ
た
。
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⑧
木
陳
道
悉

⑨
石
奇
通
雲

⑩
牧
雲
通
門

⑪
浮
石
通
賢

⑫
林
野
通
奇

　ほ
　

出
世
前
。
江
西
の
盧
山
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
お
　

台
州

(漸
江
省
台
州
府
臨
海
県
)
の
霊
鷲
禅
寺
に
住
持
し
て
い
た
。

　

　
ぬ
　

嘉
興

(漸
江
省
嘉
興
府
嘉
禾
)
の
古
南
禅
院
に
住
持
し
て
い
た
。

嘉
興
の
青
蓮
寺
に
入
寺
し
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
牧
雲
の
書
簡

(第
二
書
)
に
拠
れ
ば
、
当
時
、
住
持
し
て
い

　
お
　

な
か

っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
青
蓮
を
退
院
し
て
、
特
定
の
寺
院
に
住
持
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　め
　

正
式

の
入
寺
は
翌
年
だ
が
、
崇
禎
十
五
年

(
一
六
四
二
)
の
秋
に
、
既
に
台
州
の
通
玄
を
任
さ
れ
て
い
た
。

①
②
⑤

の
五
峰

・
漢
月

・
石
車
の
三
人
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
遷
化
し
て
い
た
か
ら
、
候
補
か
ら
外
れ
る
。
残
り
九
人
の
う
ち
、
③

の
破
山
海
明
は
故
郷
で
あ
る
遠
隔
の
四
川
省
で
教
線
を
張

っ
て
お
り
、
早
急
に
呼
び
戻
す
の
は
難
し
い
状
況
で
あ

っ
た
。

天
童
の
近
隣
に

住
持
し
て
大
き
な
力
を
持

っ
て
い
た
の
は
、
④

の
費
隠
通
容
で
あ
る
。
費
隠
は
、
密
雲
が
死
ぬ
四
年
前

の
崇
禎
十

一
年

(
一
六
一二
八
)
に
、

か
つ
て
密
雲
が
棒
喝
禅
を
挙
揚
し
て
い
た
金
粟
山
広
慧
禅
寺

(漸
江
省
嘉
興
府
海
塩
県
)
に
住
持
と
し
て
入

っ
て
お
り
、
棒
喝
禅
の
後
継
者

と
し
て
既
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
⑥

の
朝
宗
通
忍
は
、
密
雲
や
費
隠
と
齪
齢
を
来
し
て
い
た
上
に
、
遠
く
広
東
に
お
り

、
将
外
で
あ

っ

た
。
⑦

の
万
如
通
微
も
福
建
の
寺
に
住
職
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
翌
年
四
月
に
は
密
雲
初
住
の
寺
で
あ
る
名
刹
、
江
蘇
省
常
州
府
荊
渓

の

龍
池
山
禺
門
禅
寺
に
入

っ
て
い
る
か
ら
、
天
童
の
後
継
争
い
に
加
わ
る
つ
も
り
は
無
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
④

の
費
隠
通
容
と
、
⑧
の
木
陳
道
悉
以
下
の
⑫
林
野
通
奇
ま
で
の
六
人
の
法
嗣
が
、
天
童
の
後
継
を
め
ぐ

っ
て
虚
々
実

々
の

駆
け
引
き
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

結
果
的
か
ら
言
え
ば
、
⑧
の
木
陳
道
吝
が
後
継
に
な
る
が
、
そ
の
裏
に
は
⑩
の
牧
雲
通
門
の
画
策
が
あ
り
、
⑨

の
石
奇

通
雲
や
天
童
寺

の
旧
随
で
あ
る
南
源
た
ち
の
賛
同
援
護
が
あ

っ
て
実
現
し
た
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
。

　
　
　

で
は
、
牧
雲
の
八
通
の
書
簡
お
よ
び
前
記
費
隠
の
書
簡
に
よ

っ
て
、
時
系
列
で
流
れ
を
見
て
い
け
ば
、
次
の
様
に
な
る
。
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い
の
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(
一
)
牧
雲

の
書
簡
に
見
え
る
経
緯
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密
雲
円
悟
は
、
崇
禎
十
五
年
七
月
、
天
童
寺
で
は
な
く
、
天
台
の
通
玄
寺
で
遷
化
す
る
。
そ
も
そ
も
密
雲
が
祖
塔
の
修
復
が
問
題
化
し

て
天
童

を
出
た
の
は
三
年
前
の
崇
禎
十
二
年
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
後
、
天
童
は
住
持
不
在

の
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
密
雲
の
天
童
帰
還

を
求
め
る
声
が
強
く
、
後
継
者
は
選
ば
れ
な
い
ま
ま
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
崇
禎
十
五
年
七
月
に
密
雲
が
通
玄
寺
で
遷
化
し
た
た
め
、

後
継
住
持
を
選
ぶ
必
要
性
が
生
じ
た
。

そ
こ
で
、
同
年

の
冬
十
月
、
天
童

の
誉
旧
か
ら
寺
の
衆
僧
の
意
向
を
伝
え
る
手
紙
が
、
密
雲

の
法
嗣
た
ち
に
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、

同
年
十

一
月
十
六
日
、
密
雲
の
初
度

(誕
生
日
)
に
天
童
に
集
合
し
て
も
ら
い
、
卜
占

(ク
ジ
引
き
)
に
よ

っ
て
公
正
に
法
嗣
の
中
か
ら
住

持
を
決

定
し
た

い
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た

(牧
1
・5
b
)。
従
来
、
密
雲
は
寺
院

の
後
継
者
を
決
め
る
に
当
た

っ
て
、
章
駄
天
伽
藍
や
護

法
龍
天

の
前
で
ト
占
に
よ

っ
て
決
め
て
い
た
と
さ
れ

(費
・7
a
)、
現
に
、
密
雲
が
遷
化
し
た
通
玄
寺
の
後
住
は
、
費
隠

の
主
導
に
よ
り
、

崇
禎
十

五
年
の
秋
に
、
卜
占
に
よ

っ
て
法
嗣
の

一
人
で
あ
る
林
野
通
奇
に
決
め
ら
れ
て
い
た

(費

・
9
a
)。
こ
れ
は
、
元
朝
に
行
わ
れ
て

　あ
　

い
た
五
山
十
刹
の
後
継
者
選
定
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
単
に
ト
占
す
る
だ
け
で
決
定
し
て
は
、
遠
隔
地
の
法
嗣
が
選
ば
れ
た
場
合
、
す
ぐ
に
来
ら
れ
な
い
な
ど

の
不
都
合
が
生
じ

る
可
能
性
も
あ
り
、
三
年
を

一
期
と
し
て
法
嗣
の
間
で
「輪
住
」
、輪
番
で
住
持
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
る
こ
と

に
な
る

(牧
2
)。

そ
の
場
合
、
嗣
法
の
順
序
か
ら
言
え
ば
破
山
海
明
が

一
番
上
で
あ

っ
た
が
、
表
面
的
な
理
由
と
し
て
、
四
川
と

い
う
遠

距
離

の
地
に
在

っ

て
困
難
が
伴
う

の
で
、
天
童
に
近
い
金
粟
に
い
た
二
番
目
の
費
隠
通
容
に
依
頼
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
後
住
決
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定
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
天
童

の
書
旧
た
ち
の
中
に
、
当
初
か
ら
密
雲
の
初
度
で
は
な
く
、
年
明
け

の
二
月
十
四
日

(費

・
1
a
)
の
入

塔

(納
骨
)
の
時
に
決
定
す
る
よ
う
提
言
す
る
者
も
い
た

(牧
2
・6
b
)。
そ
れ
は
天
童
の
書
旧
の

一
人
で
あ
る
南
源
と
い
う
僧
侶
で
あ
り
、

費
隠

の
言
に
拠
れ
ば
、
南
源
は
も
と
も
と
密
雲
の
も
と
で
天
童
の
維
那
を
し
て
い
た
人
物
で
、
後
に
木
陳
が
天
童

の
住
持
に
な

っ
た
際
に

監
院

に
就
任
し
て
い
る

(費

・
3
a
)。

こ
の

「輪
住
」
の
議
約

(取
り
決
め
)
の
案
を
直
接
、

一
番
手
の
候
補
で
あ
る
費
隠
通
容
に
伝
え
て
受
諾
し
て
も
ら
う
た
め
、
当
時
、

天
童

に
在

っ
た
木
陳
道
悉

・
石
奇
通
雲
の
二
人
の
法
嗣
や
誉
旧
た
ち
は
、
金
粟
に
向
か
う
が
、
そ
の
途
中
、
先
ず
十
月

二
十
五
日
に
、
嘉

禾
の
古
南
禅
院
に
牧
雲
を
訪
ね
て
、
「輪
住
」
の
議
約
に
つ
い
て
説
明
を
行
な
う

(牧
7

・
11
b
)。
そ
し
て
翌
二
十
六

日
、
金
粟
に
向
け

て
出
立
す
る
が
、
卜
占
を
強
固
に
主
張
し
て
い
た
費
隠
の
返
答
は
聞
く
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
り

(費

・
7
a
)、
費
隠
が

「輪
住
」
を

断

っ
た
事
実
は
、
木
陳
か
ら
牧
雲
に
宛
て
ら
れ
た
返
書
か
ら
も
窺
え
る

(牧
3
・8
a
)
。

そ
の
結
果
を
見
越
し
て
い
た
牧
雲
は
、
二
十
七
日
早
朝
に
三
通
の
手
紙
を
し
た
た
め
、
金
粟
に
到
着
し
て
い
た
天
童

の
書
旧

(牧
2
)

お
よ
び
木
陳

(牧
3
)
・
石
奇

(牧
4
)
宛
て
に
送
る
。

牧
雲

は
書
旧
に
宛
て
た
書
簡

の
中
で
、
卜
占
そ
の
も
の
は

「道
理
」
と
し
て

「大
公
」
で
あ
る
が
、
四
川
の
破
山
海
明
や
広
東
の
朝
宗

通
忍
な
ど
遠
方
の
法
嗣
は
、
す
ぐ
に
転
住
で
き
な

い
か
ら
天
童
が
さ
び
れ
て
し
ま
う
と
し
て
反
対
す
る

(牧
2
・6
b
)
。
ま
た

「輪
住
」

に
つ
い
て
も
、
有
徳

の
師
で
あ
れ
ば
三
年
に
限
る
べ
き
で
は
な
い
し

(7
b
)、
ま
た
密
雲
門
下
に
限
定
し
た

「輪
住

」
は
、
昔
、
天
童

寺
の
住
持
と
し
て
曹
洞
宗

の
宏
智
正
覚

の
後
に
臨
済
宗
の
応
篭
曇
華
が
入

っ
て
お
り
、
明
確
な

一
派
独
占
だ
と
非
難
を
呼
ぶ
危
険
性
が
あ

る
と
し
て
反
対
し

(8
a
)、
自
ら
次
善

の
策
を
提
言
す
る
。
そ
の
策
と
は
、
法
嗣
の
中
で
ま
だ
出
世
開
堂
し
て
い
な

い
人
物
を
天
童
に

入
れ
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
生
存
し
て
い
る
九
人
の
法
嗣
の
う
ち
、
当
時
住
持
し
て
い
な

い
の
は
木
陳
道
悉
と
浮
石
通
賢

の
二
人
で
あ

っ
た
が
、
牧
雲
は
、
当
時
、
天
童
に
来
て
い
た
木
陳
の
方
が
嗣
法
も
先
で
あ
る
し
適
任
だ
と
し
、
書
旧
に
木
陳
を
後
住
と
し

て
推
す

よ
う
勧
め
て
い
る

(7
a
)。
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同
時

に
木
陳
宛

の
書
簡
の
中
で
は
、
推
挙
を
受
け
た
な
ら
ば
、
辞
退
し
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ

(8
a
)、
更
に
石
奇
宛
の
書
簡
で
は
、

者
旧
に
宛

て
た
書
簡
を
費
隠
に
見
せ
て
、
木
陳
を
後
董
に
据
え
る
と

い
う
案
に
つ
い
て
費
隠
に
決
裁
を
仰
ぐ
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

石
奇
通
雲
は
、
嗣
法

の
順
序
か
ら
言
え
ば
、
木
陳
と
牧
雲
の
問
に
在
り
、
木
陳
の
師
弟
、
牧
雲
の
師
兄
に
当
た
る
。
三
人
の
中
で
は
、

木
陳
が

一
番
上
位
で
あ

っ
た
。
彼
は
そ
の
直
前
に
、
牧
雲
の
依
頼
で
天
童
寺
で
結
冬
し
、
翌
年
春

の
解
制
ま
で
衆
僧
の
指
導
に
当
た

っ
て

い
た

(牧
4
・8
b
)。
そ
の
石
奇
は
、
牧
雲
か
ら
の
依
頼
を
受
け
入
れ
ず
、
牧
雲
に
対
し
、
自
ら
出
向

い
て
直
接
相
談
す
べ
き
だ
と

い
う

内
容
の
返
書
を
送

っ
て
い
る

(牧
4
・9
a
)
。

そ
の
後
、
牧
雲
は
石
奇
に
対
し
、
立
て
続
け
に
二
通

の
書
簡

(牧
5
、6
)
を
送
り
、
自
ら
の
真
意
は

「法
門
の
大
義

」
(牧
6

・
10
b
)

を
行
う

こ
と
だ
と
縷
々
道
理
を
述
べ
て
、
木
陳
が
す
ぐ
に
天
童
に
住
持
で
き
る
よ
う
助
力
を
請
い
、
更
に
書
旧
の
南
源
に
書
簡
を
出
し

(牧

7
)、
も
し
木
陳
が
初
め
て
の
住
持
に
不
安
を
覚
え

て
い
る
よ
う
な
ら
、
密
雲
入
塔
の
時
ま
で
、
禅
堂
の
指
導
は
引
き
続

き
石
奇
に
任
せ
、

院
内
の
雑
務
は
南
源
が
肩
代
わ
り
す
る
よ
う
懇
願
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
木
陳
本
人
に
対
し
て
、
重
ね
て
住
持
を
促
す
書
簡
を
送
り

(牧
8
)、
心
配
な
ら
ば
自
分
の
書
簡
を
公
刊

し
て
、
そ
の
正
当

性
を
示
す
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
木
陳
は
密
雲
の
入
塔

の
二
月
を
待
た
ず
、
前
年
の
崇
禎
十
五
年
の
う
ち
に
天
童

の
住
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

(『天
童
弘
覧

悉
暉
師
語
録
』
巻

一
i

a
)。
た
だ
、
こ
の
天
童
住
持
は
、

一
門
の
承
諾
を
得
ず
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
少
な
く
と
も
費
隠
は
こ
の

事
実
を
認
め
て
い
な
か

っ
た
。(二

)
費
隠
の
主
張
す
る
経
緯

崇
禎
十
六
年
二
月
、
か
ね
て
よ
り
準
備
さ
れ
て
い
た
密
雲
の
入
塔
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
連
日
の
雨
の
中
、
六
千
余
人
の
法
嗣
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同
門
が
集
ま
り
、密
雲
の
法
弟
に
当
た
る
雪
嬌
円
信
が
起
寵
封
塔
の
導
師
を
勤
め
る
が
、位
牌
を
祖
堂
に
納
め
る
入
祖
堂

の
儀
式
に
当
た

っ

て
、
木

陳
が
勝
手
に
位
牌
を
抱
え
て
南
面
し
て
開
示
の
語
を
説
き
、
「山
僧
」
と
称
し
て
天
童
の
住
持
を
名
乗

っ
た
た
め
、
費
隠

の
逆
鱗

に
触
れ
、
こ
の
行
事
が
終
わ

っ
た
直
後
、
費
隠
は
四
千
字
に
及
ぶ
書
状
を
出
し

(「説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
」、
『費
隠
禅
師
別
集
』
巻

一
五
.1

a
～
11
a
)、
木
陳
を

「真
の
小
人
、
公
正
の
柄
僧
に
非
ず
」
(10
a
)
と
罵
倒
し
、
後
住
選
定
を
め
ぐ
る

一
連
の
経
緯

に
つ
い
て
詳
述
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
言
え
ば
、
木
陳
は
も
と
も
と
天
童
の
住
持
を
狙

っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
牧
雲
が
、
木

陳
を
祭
り
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
分
自
身
が
そ
の
後
釜
に
入
る
こ
と
を
狙

い
、
あ
れ
こ
れ
画
策
し
て
、
結
局
、
木
陳
の
思
う
壺
に
は
ま

っ

て
し
ま

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

崇
禎
十
二
年
、
山
隣
と
の
揉
め
事
が
起
こ
り
、
密
雲
が
天
童
を
出
た
直
後
、
費
隠

の
言
に
拠
れ
ば
、
当
時
天
童
に
い
た
木
陳
は
、
そ
の

機
に
乗
じ
て
計
略
を
め
ぐ
ら
し
後
住
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
が
密
雲

の
耳
に
入

っ
て
果
た
せ
ず
、
木
陳
は
天
童
を
出
て
密
雲
の
悪
ロ

を
言

い
ふ
ら
し
、
付
与
さ
れ
て
い
た
払
子
も
返
還
し
よ
う
と
し
て
い
た
さ
れ
る
。
そ
れ
を
取
り
な
し
た
の
が
費
隠
だ
と

い
う

(費

.
7
b

～
8
a
)。
そ
し
て
密
雲
が
遷
化
す
る
と
、
木
陳
は
再
び
天
童
に
入
り
込
み
、
再
び
住
持
の
座
を
狙

っ
た
が
、
卜
占
で
は
罰
が
当
た

っ
て

自
分

に
回

っ
て
こ
な
い
と
考
え
て
、
名
徳
を
推
挙
す
る
ふ
り
を
し
、
門
下
で
費
隠
の
評
価
が
高
か

っ
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
金
粟
に
拝
請

に
赴

い
た

(8
a
～
b
)。
し
か
し
、
費
隠
は
こ
の
拝
請
が
木
陳
の
本
心
で
は
な
く
、
自
分
が
後
住
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
以
後
、
木

陳
が
天
童
の
後
任
人
事
を
握
る
可
能
性
が
あ
り
、
禍
根
を
残
す
こ
と
を
憂
え

て
こ
れ
を
断

っ
た
。

一
方

、
牧
雲
も
天
童
の
後
住
を
狙

っ
て
い
た
が
、
そ
の
前
年
か
ら
費
隠
を
後
に
押
す
声
が
あ
る
の
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
「費
隠
は
天

童
の
住
持
を
狙

っ
て
い
る
」
と
逆
に
議
言
を
流
し
て
人
々
に
疑
念
を
懐
か
せ
、
費
隠
が
後
住
を
受
け
ら
れ
な

い
よ
う

に
し
た

(8
b
)
。

更
に
牧
雲
は
、木
陳
が
費
隠
に
後
住
を
依
頼
し
な

い
よ
う
次
々
に
七
通
の
書
簡

(牧
2
～
7
)
を
連
発
し
、木
陳
に
後
を
継
ぐ
よ
う
勧
め
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
木
陳
が
費
隠
を
後
住
に
拝
請
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
が
後
釜
を
狙

っ
た
の
と
同
様
、
牧
雲
が
木
陳

の
後
釜
を
狙

っ
た

挙
で
あ
り
、
木
陳
は
喜
ん
で
そ
の
罠
に
は
ま

っ
て
住
持
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
と
断
じ
て
い
る

(費

・
9
a
)。



費
隠

の
木
陳

・
牧
雲
に
対
す
る
批
判
は
、
行
き
過
ぎ
と
も
思
え
る
罵
口言
に
満
ち
て
お
り
、
木
陳
が
退
山
し
た
順
治
三
年

(
一
六
四
六
)

に
住
持
と
し
て
天
童
に
入

っ
た
の
が
費
隠
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
費
隠
自
ら
が
後
住
を
願

っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
を
い
だ
か
せ
る
。
牧
雲
に
し
て
も
、
順
治
九
年

(
一
六
五
二
)
に
天
童

の
住
持
と
な

っ
て
お
り
、
費
隠
か
ら
木
陳
と
同
じ
穴

の
狢
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
筋
道

の
論
義
と
し
て
木
陳
の
後
住
を
主
張
し
て
い
た
牧
雲
も
、
後
に
木
陳

の

「代
付

(密
雲
に
代
わ
っ
て
の
付
法
)」
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
費
隠
同
様
、
「
与
木
陳
和
尚
論
法
門
不
妄
付
授
書

(木
陳
和
尚
に

与
え
て
法
門
妄
り
に
付
授
せ
ざ
る
を
論
ず
る
の
書
)
」
(『四
悉
書
』
巻

一
四

・
12
b
～
14
a
)
を
出
し
て
木
陳
批
判
に
回

っ
て
お
り
、
少
な
く

と
も
密
雲
門
下
と
し
て
木
陳
が
許
容
し
が
た

い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
費
隠

・
牧
雲
の
共
通
認
識
と
な
る
。
木
陳
の
そ
の
後

の
変
節
を
見
る

に
つ
け
、
費
隠
の
発
言
に
、
信
愚
性
が
あ
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

結
び

『灘學研究』第89號,2011年2月

と
も
あ
れ
、
天
童
寺
の
後
継
選
定
を
め
ぐ

っ
て
は
、
密
雲
遷
化
直
後
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
に
よ
る
噂
が
飛
び
交

い
、
法
嗣
同
士
で

互
い
に
腹
の
探
り
合
い
が
行
わ
れ
、
激
し

い
対
立
を
経
て
決
定
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
童
寺
の
住
持
の
当
時
に
お
け
る
価
値

の
高
さ

を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
官
吏
主
導
に
拠
ら
な

い
住
持
選
定
が
如
何
に
難
し
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
山
十
刹
を
含

め
て
多

く
の
寺
院
が
徒
弟
院
化
し
た
明
末
期
に
お
け
る
住
持
選
定
が
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ

一
門
の
派
閥
争
い
の
様
相
を
呈
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
天
童
の
事
例
か
ら
も
十
分
に
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

33
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(
2
)

明
末
清
初
に
五
山
お
よ
び
五
山
之
上
に
住
持
し
た
具
体
的
な

禅
僧
名
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部
幽
険

『明
清
仏
教
史
研
究
序

説
』
(新
文
豊
出
版
・民
国
六
八
年
)
所
載

「山
名
寺
名
索
引
」

の

「所
住
者
」
の
欄
に
拠

っ
て
、
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
拙
著

『元
代
禅
宗
史
研
究
』
(b
』
。。N
～
卜。。。。。)
参
照
。

漸
江
省
嘉
興
府
海
塩
県
に
あ

っ
た
金
粟
山
広
慧
禅
寺
に
つ
い

て
は
、
順
治
十
四
年

(
一
六
五
七
)
ま
で
の
こ
と
を
記
し
た

稿
本

『金
粟
寺
志
』

の
巻
上
部
分
が
残
さ
れ
て
お
り

(『中

国
仏
寺
志
叢
刊
』
第
七
九
冊

・
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
影

印
)
、
明
末
清
初
に
お
け
る
歴
代
住
持
が
明
記
さ
れ
て
い
る

た
め
、
①
密
雲
円
悟

・
②
石
車
通
乗

・
③
費
隠
通
容

・
④
百

擬
行
元

・
⑤
孤
雲
行
堕
が
順
次
入
院
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
①
密
雲
は

『密
雲
禅
師
年
譜
』
(26
b
～
36
b
)
に
拠

れ
ば
、
天
啓
四
年

(
一
六
二
四
)
五
月
か
ら
崇
禎
三
年

(
一
六
三
〇
)
正
月
ま
で
の
六
年
間
住
持
し
、
千
人
以
上
の

修
行
僧
を
集
め
る
が
、
同
年
三
月
、
福
建
の
黄
奨
山
万
福
寺

に
入
院
し
、
同
年
十
月
に
再
び
金
粟
に
戻
り
、
翌
崇
禎
四
年

(
一
六
三

一
)
二
月
に
は
阿
育
王
に
入
院
、
そ
の
僅
か
二
ヶ

月
後
の
四
月
に
は
天
童
に
入
院
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
五
月

に

一
旦
、金
粟
に
戻
る
が
、
八
月
に
は
天
童
に
還

っ
て
お
り
、

こ
れ
以
後
、
密
雲
の
活
躍
の
舞
台
は
天
童
寺
と
な
る
。
密
雲

の
後
董
と
な

っ
た
②
石
車
は
密
雲
の
法
嗣
で
あ
る
が
、
崇
禎

五
年

(
一
六

三

二
)

二
月

に
金

粟

に

入
院

し

、
遷

化

す

る
崇

禎

十

一
年

(
一
六

三

入
)

春
ま

で
、

や
は

り

六
年

間
住

持

し

て

い
る

(
『金

粟
寺

志

』

石
車

乗
禅

師

・
21

a
～

b
)
。
③

費

隠

も

密

雲

の
法

嗣

で
あ

り

、

崇

禎

十

一
年

七

月

に

入

院

し

(
『
費

隠

禅

師

語

録

』

巻

二

・
16

a
～

b

)
、

順

治

三

年

(
一
六

四

六

)

夏

ま

で

(同

前

・
巻

四

・
10

a
)
、

八
年

間

住

持

し

て

い
る
。

そ

の
後

、

一
年

以

上
、

間

が
空

く

が

、
費

隠

の
法

嗣

で
あ

る
④

百
瘍

が

、
順

治

五
年

(
一
六

四

八
)

四

月

に

入
院

し
、
足

か

け
六
年

間

、
住
持

す

る

(
『金

粟

寺
志

』

百

凝

元

禅

師

・
62

b

～

63

a
、

『宗

統

編

年
』

巻

三

二

・
Z

1
4

7

・
2

4
3

d
)
。

そ
し

て
、

そ

の
後

を

継

い
だ

の
は
、

百

療
と

同

じ
く

費

隠

の
法

嗣

で
あ

る
⑤

孤

雲

で
あ

り

、

順
治

十

年

(
一
六

五

三
)

十

月

に
入

院

す

る

(
『金

粟

寺

志

』

孤

雲

肇

禅

師

・
27

b

～

28

a
)
。

そ

の
後

に

つ
い

て
は

『金

粟

寺

志
』

に
は
記

載

が

な

い
が

、
順

治

十

八
年

(
一
六

六

一
)
、

孤

雲

が
遷

化

し
た

た

め

、
継
起

弘

儲

(漢

月

の
法

嗣

)

が
金

粟

に
住

持

し

(
『
布

水

壼
集

』

巻

二

五

・
告

寂

音
尊

者
文

・

5

b
、

『
宗

統

編

年
』

巻

三

二

・
Z

1
4

7

・
2

4

7

d
)
、

康

煕

四
年

(
一
六

六

五
)

に
は

天
岸

本

昇

(木
陳

の
法

嗣
)

が

住
持

し

(
『宗
統

編

年
』
巻

三

二

・
Z

1
4

7

・
2

4
8

d
)
、

康

煕

二
十

八
年

(
一
六

八
九

)

に
は

石
庵

行

艀

(費

隠

の
法

嗣

)

が
住

持

し
た

と

さ

れ
る

(同

前

・
2

5
5

b
)
。

ま

た

、

長

谷

部

幽

膜

『
明
清

仏

教

史

研

究

序

説
』

(新

文

豊

出

版

・
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(
3
)

民
国
六
入
年
)
所
載

「山
名
寺
名
索
引
」
の

「金
粟
寺
」
条

(b
●卜○⑩窃
～
卜⊃O①
)
に
拠
れ
ば
、
こ
の
他
に
、
金
粟
に
住
持
し

た
禅
僧
と
し
て
、
息
乾
元

(石
車
の
法
嗣
)
・
諦
輝
轄

(漢

月
の
法
孫
)
・
独
獺

一

(木
陳
の
法
孫
)
・
済
生
元
度

(木
陳

の
法
孫
)
・
禺
門
宗

(林
野
通
奇
の
法
孫
)
・
慧
海
源
済

(同

前
)
・
悟
心
達

(同
前
)
・
道
三
本

(同
前
)
と
十

一
人
の
名

前
を
挙
げ
る
が
、
何
れ
も
密
雲
の
法
系
で
あ
る
。

漸
江
省
台
州
府
天
台
県
に
あ

っ
た
通
玄
禅
寺
に
つ
い
て
は
、

ま
と
ま

っ
た
寺
志
も
無
く
、
歴
代
住
持
を
正
確
に
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
密
雲
の
後
に
、
法
嗣
の
林
野

通
奇
が
、
後
住
と
し
て
崇
禎
十
六
年

(
一
六
四
三
)
四
月
に

開
堂
し

(『林
野
奇
禅
師
語
録
』
巻

一
・
住
漸
江
台
州
府
天

台
山
通
玄
禅
寺
語
録

・
1
a
)、
順
治
四
年

(
一
六
四
七
)

に
東
塔
禅
寺

(漸
江
省
嘉
興
府
福
城
)
に
移
る
ま
で
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
以
後
に
住
持
と
し
て
入

っ
た
禅
僧
に

つ
い
て
、
長
谷
部
幽
践

『明
清
仏
教
史
研
究
序
説
』
(新
文

豊
出
版

・
民
国
六
入
年
)
所
載

「山
名
寺
名
索
引
」
の

「通

玄
寺
」
条

(P
謡
①
)
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
名
前
は
、
孤
卓

凌

(浮
石
通
賢
の
法
嗣
)
、
無
磯
徹

(林
野
通
奇
の
法
嗣
)、

独
朗
行
日

(林
野
通
奇
の
法
嗣
)、
翼
庵
鄭

(継
起
弘
儲
の

法
嗣
)
、
偉
南
如

(木
陳
道
悉
の
法
孫
)、
斯
準
衡

(林
野
通

奇
の
法
孫
)
の
六
人
で
あ
る
が
、
何
れ
も
密
雲
の
法
系
で
あ

る
。

(4
)
福
建
省
福
州
府
福
清
県
の
黄
奨
山
万
福
禅
寺
に
つ
い
て
は
、

『黄
奨
山
寺
志
』
入
巻

(民
国
十

一
年

・
一
九
二
二
、
排
印

本
)
が
あ
り
、
そ
の
巻
三

「僧
」
に
、
「
第

一
代
住
持
開
法

密
雲
悟
禅
師
」
か
ら

「第
四
十
四
代
了
馨
酸
禅
師
」
ま
で
、

歴
代
住
持
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

(5
)
密
雲
以
後
、
天
童
に
住
持
し
た
禅
僧
の
入
院
と
退
院
の
年
次

を
示
す
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
密
雲
円
悟

《
入
院
》
○
崇
禎
四
年
、
司
理
端
伯
黄
、
井
檀
越

之
垣
徐
公

・
有
杞
徐
居
士
等
請
於
四
月
三
日
入
院
。
(『密
雲

禅
師
語
録
』
巻
三
・
8
b
)
《
退
院

(遷

化
)》
○

〔崇
禎

十
四
年
辛
巳

(
一
六
四

一
)〕
九
月
、
嘗
住
務
股
、
衆
益
繁
。

師
忌
盈
満
、乃
因
事
出
山
。
僧
俗
遮
留
不
止
。
遂
曳
杖
渡
江
、

過
紹
興
。
(『密
雲
禅
師
年
譜
』
51
a
～
b
)
○
辛
巳
、
師
有

退
居
之
志
。
曳
杖
出
山
、
卒
歳
干
山
陰
祁
氏
之
密
園
。
(『密

雲
禅
師
語
録
』
巻

一
二
付
録

・
王
谷
撰

「行
状
」
25
b
)
○

示
寂
於
崇
禎
壬
午

(十
五
年

・
一
六
四
二
)
七
月
初
七
日
。

(
『密
雲
禅
師
語
録
』
巻

一
二
付
録

「全
身
塔
銘
」
32
a
)

②
木
陳
道

惑

《
入
院
》
○
崇
禎
壬
午

(崇
禎

十
五
年

・

一
六
四
二
)
冬
、
即
天
童
堂
上
受
請
。
(
『天
童
弘
覚
惑
禅
師

語
録
』
巻

一
・
1
a
)
○
順
治
三
年
、
心
喪
畢
、
將
有
他
山

之
行
。
…
詣
郡
庭
、
囑
以
費
隠
容
兄
、
使
請
纒
席
焉
。
(『北

遊
集
』
巻
三
・4
b
～
5
a
)
○
當
丙
戌
之
秋
、
因
事
径
梯

衣
去
。
(
『布
水
壼
集
』
巻
七
・
5
b
)
○
順
治
丙
戌
、
予
亦
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謝
事
天
童
　
。
又
五
遷
至
呉
興
之
道
場
山
。
(
『布
水
壼
集
』

巻

=

・8
b
～
9
a
)
《退
院
》
○
丙
戌
孟
秋
、
謝
事

〔天

童
〕
。
(
『五
燈
會
元
績
略
』
巻
八

・
Z
1
3
8
・5
1
0
b
)

○
丙
戌

〔順
治
〕
三
年
…
秋
、木
陳
悉
和
尚
、退
天
童
。
(『宗

統
編
年
』
巻
三
二

・
Z
1
4
7
・2
4
2
b
)

㈹
費
隠
通
容

《入
院
》
○
順
治
三
年

(
一
六
四
六
)
歳
次
丙
戌

入
月
十

一
日
、
師
在
金
粟
、
受
寧
波
府
太
守
章
諌
克
振
等
、

請
住
天
童
景
徳
禅
寺
。
十
月
十

一
日
入
院
。
(
『費
隠
禅
師
語

録
』
巻
四
・10
a
)
〇
三
年
丙
戌
…
秋
、
四
明
章
郡
守
慈
難
・

時
邑
侯
定
海

・
朱
邑
侯
、
同
郡
緒
紳
及
天
童
両
序
、
致
書
請

師
住
天
童
。
師
固
辞
、
衆
哀
懇
不
已
、
允
之
。
…
至
雨
東
、

十
月
十

一
日
入
院
。
…
龍
象
園
続
千
五
百
飴
。
(『福
厳
費
隠

容
禅
師
紀
年
録
』
巻
下
・1
b
、
2
a
)
《退
院
》
○

〔順
治
〕

六
年
己
丑

(
一
六
四
九
)
…
秋
、
師
因
徐
氏
殿
檎
造
墳
、
欲

為
清
理
。
徐
計
訟
於
官
。
師
即
曳
杖
渡
江
、
寛
抵
皐
亭
直
指

篭
。
四
明
当
道
及
郷
紳
、
合
書
敦
請
還
山
。
師
力
辞
之
。
(『福

厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
録
』
巻
下

・
3
b
)
○
順
治
六
年
九
月

初
入
日
、請
住
超
果
寺
開
堂
。
於
十
月
二
十
七
日
入
院
。
(『費

隠
禅
師
語
録
』
巻
五

・
17
b
)

ω
林
野
通
奇

《入
院
》
○
己
丑

(順
治
六
年
・
一
六
四
九
)
冬
、

寧
紹
台
三
郡
当
道
諸
紳
、
於
棲
真
寺
、
請
師
住
天
童
。
…
庚

寅

(順
治
七
年
・
一
六
五
〇
)
五
月
初
三
日
、
入
天
童
。
(『林

野
奇
禅
師
語
録
』
附
巻
八
後

・
曹
勲
撰

「天
童
林
野
奇
和
尚

行
状
」
・
5
a
)
○
既
而
天
童
虚
席
、
明
州
当
道
士
紳
、
公

議

帰
師

、
復

遷

居
太

白

。

(
『林

野
奇

禅

師

語
録
』
附
巻

八
後

・

道

悉
撰

「
天

童
林

野

奇
禅

師

塔
銘

」
・
10

a
)
○

順
治

己

丑

(六

年

・

一
六
四

九
)

冬

、
受

寧

郡
当

道

井
諸

郷

紳
請

住

天
童

。

(
『林

野
奇

禅

師

語

録

』

巻

三

・
住

漸

江

嘉

興
府

秀

水

県

棲

真

禅
寺

語

録

・
4
b

)
○

順

治
庚

寅

(
七
年

・

一
六
五

〇
)

五
月

初

三
日

入
院

。

(
『林

野

奇
禅

師

語
録

』

巻

四

・
住
寧

波

府

天
童

山

景
徳

禅

寺

語
録

・
1

a
)
砿
辛

卯

〔順

治

〕
入
年

、

江

漸
大

荒

(大

飢

謹

)
、
霊

隠

・天
童

諸

大

禅
林

、
尽
行

散

衆
。

(
『宗

統

編
年

』
巻

三

二

・
Z

1
4

7

・
2

4
4

d
)

砿
壬
辰

〔順
治

〕

九
年

、

六

月

飛
雪

。
赤

地

千

里
。

(
『宗

統

編
年

』

巻

三

二

・
Z

1

4

7

・
2

4

5

a
)
《
退

院

(遷

化

)
》

○

住

二
年

、
感

微
疾

。

…

端
坐

而

逝

。

(
『林

野
奇

禅

師
語

録
』

附

巻

入

後

・
道
悉

撰

「
天

童

林

野

奇

禅
師

塔

銘

」
・
10

b
)

砿

壬

辰

(順

治

九
年

・

一
六
五

二
)

三
月
廿

九

日

也
。

…
/

…

全

身

塔
於

太
白

玲

瀧

岩
新

蕎

之
左

。

(
『林

野

奇

禅
師

語
録

』

附

巻

八

後

・
曹

勲

撰

「
天

童

林

野

奇

和
尚

行

状

」
・
6

b
、

7

a
)

㈲

牧
雲

通

門

《
入

院
》

○

壬
辰

〔
順
治

〕

九
年

、

…
冬

、
古

南

門

和

尚

、

補

住

天

童

。

(
『
宗

統

編

年

』

巻

三

二

・
Z

1

4

7

・
2

4

5

a
)

○

壬

辰

(順

治

九

年

・

一
六

五

二
)

延

主

天
童

。

(
『
天
童

寺
志

』

巻

三

・
55

a
)

○

壬
辰

、

延
主

天

童

。

(
『
新

続

高

僧

伝

四

集

』

巻

第

九

・
12

b

、

P

3
8

4
)

○
余

自

壬

辰

入
太

白

。

(
『
獺
斎

別

集
』

巻

二

・
獺

斎

印

践

・
21

b

)

《
退

院

》

○

甲

午

(
順

治

十

一
年

・
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一
六
五
四
)
秋
、
余
謝
太
白
事
。
(『獺
斎
別
集
』
巻

一
四

・

天
童
時
之
鯨
・「題
繭
東
銭
聖
月
帰
来
閣
有
序
五
首
」
21
b
)

㈲
浮
石
通
賢

《
入
院
》
○
甲
午

(順
治
十

一
年

⊥

六
五
四
)

牧
雲
禅
師
天
童
謝
事
。
延
師
住
持
。
丁
酉

(順
治
十
四
年

・

一
六
五
七
)
遷
嘉
禾
棲
真
。
(『天
童
寺
志
』
巻
三

・
56
a
)

《退
院
》
○
甲
午
、
牧
雲
謝
事
天
童
、
延
賢
主
持
。
丁
酉
、

遷
嘉
禾
棲
真
。
(『新
続
高
僧
伝
四
集
』
巻
第
二
二
・2
b
、

蔑

ω恥
)

ω
木
陳
道
悉

【再
住
】
《
入
院
》
○

〔順
治
十
四
年
丁
酉
〕
木

陳
悉
和
尚
、
再
住
天
童
。
(『
宗
統
編
年
』
巻
三
二

・
Z

!
4
7
・2
4
6
b
)
《
退
院
》
○

『百
城
集
』
の
順
治
十
四

年
か
ら
十
入
年
ま
で
の
文
章
に
付
さ
れ
た
撰
述
場
所
の
題
記

に

「天
童
」
と
あ
る
。
d
丁
酉

〔順
治
〕
十
四
年
、
…
冬
十

月
、
海
会
慾
撲
聡
和
尚
、
結
制
万
善
殿
。
(『宗
統
編
年
』
巻

三
二
・Z
1
4
7
・2
4
6
b
)
11
順
治
十
五
年
の
間
違
い
。

『慾
瑛
語
録
』
の
蹟
参
照
。
砿
己
亥

〔順
治
〕
十
六
年
、
…

冬
十
月
十
五
日
、
天
童
悉
和
尚
、
奉

旨
開
堂
。
(『宗
統
編

年
』
巻
三
二

・
Z
1
4
7
・2
4
7
b
)

㈹
遠
番
本
儂

《入
院
》
○
順
治
辛
丑

(十
八
年

・
一
六
六

一
)

夏
六
月
、
師
従
神
鼎
入
観
天
童
。
適
当
山
和
尚
退
休
西
巌
。

藩
侯
田
護
法
泊
闊
郡
紳
士
、
朝
師
継
席
。
干
七
月
初
二
日
、

受
請
主
院
事
。
(
『遠
奄
屡
禅
師
語
録
』
巻
四

・
住
明
州
天
童

弘
法
禅
寺
語
録
、
C
1
4
6
・l
a
)
《退
院
》
○
遷
主
天
童

凡
十
二
載
、
移
鮫
川
之
瑞
巌
。
(『新
続
高
僧
伝
四
集
』
巻

六

三

・
4

b
、
P
HO。
富

)
○

主

天
童

凡
十

二
。

(
『
天
童

寺

志
』

巻

三

・
57

a
)

砿
康
煕

九

年

四
月

受

請

、
於

十

一
年

三
月

入

院

。

(
『遠
奄

屡

禅

師
語

録

』
巻

七

・
住
明

州

瑞

巌

開
善

禅
寺

語
録

・
!

a
)

㈲

山

暁

本
哲

《
入
院

》

壬

子

(康

煕
十

一
年

・

=

ハ
七

二
)
挙

住

天
童

。

(
『天
童

寺

志

』
巻

三

・
58

a
、
b
)
《
退

院

(遷
化

)
》

康

煕

壬

子
、

挙

住

天
童

。

…
勤

勧

十
載

、

屡

思

退
休

、

而
衆

志

固

留

、

復

力

任

五

稔
、

以

弟

子

元

静

代

席

。

康

煕

丙

寅

(
二
十

五
年

・

一
六

入
六

)
仲

冬

示
寂

。

(
『
新
続

高

僧
伝

四

集

』

巻
第

九

・
11

a
、
b
.ω
○。
一
)

⑳

柏

堂
超

静

《
入

院

・
退

院

》

因
哲

養

病

、
中

峰

郡
守

莱
嵩

李

照

延

静
代

座

説
法

。

静

律
己

臨

衆

、
惟

一
厳

属

、
禅

規

整
粛

、

海

内

響
風

。

…

哲
寂

後

守
寵

一
載

、
因

抱

病

、
欲

謝

去
。

李

守

又

延
同

参

元
盛

理

院
事

。
静

得
息

肩

、
不

旬

日
恰

然

而
化

。

(
『新

続
高

僧

伝

四
集

』

巻
九

・
11
b

～

12

a
)

⑳

慰

弘
元

盛

《
入

院

・退

院
》

及

継
席

柏

堂

、
辛
労

入
載

。

(
『新

続

高
僧

伝

四
集

』

巻

第
九

・
12

a
、

P
。。
ω
)

吻

天

嶽

本

昼

《
入

院

・
退

院

》

康

煕

丙

子

(
三

十

五

年

・

一
六
九

六

)

延
居

天

童

、
年

已

七
十

六

　

。

…
乙

酉

(康

煕

四
十

四
年

・

一
七

〇

五

)
春

、
構

「
帰

来
蕎

」

退
休

。

命

門

人

偉
載

乗

主

院
事

。

(
『
天
童

寺
志

』

巻

三

・
59

b
、

60

a
、

『新

続

高

僧
伝

四

集
』

巻

二
二

・
8

b
、
b
謹

①
)

⑯
偉

載

乗

《
入
院

・
退

院
》

働

の
資

料
参

照
。
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(6
)
黄
奨
山
万
福
禅
寺

(福
建
省
福
州
府
福
清
県
)
の
歴
代

住
持
は
密
雲
以
下
、
次
の
法
系
図
の
通
り
で
あ
る
。
黄

奨
に
つ
い
て
は
、
密
雲
門
下
と
い
う
よ
り
、
費
隠

一
派

の
徒
弟
院
と
な

っ
て
い
た
事
実
が
見
て
取
れ
る
。

ー

遷

羅
羅

撫

　ー
萄

(
7
)

(
8
)

(9

)

「費
隠
通
容
の
臨
済
禅
と
そ
の
挫
折
-
木
陳
道
吝
と
の

対
立
を
巡

っ
て
ー
」
(『
禅
学
研
究
』
第

六
四
号

・

一
九
入
五
、
O
U
O。
)

破
山
は
、
崇
禎
二
年

(
一
六
二
九
)
に
東
塔
広
福
禅
寺

(漸
江
省
嘉
興
府
)
に
出
世
住
持
す
る
が
、
崇
禎
六
年

(
一
六
三
三
)
に
故
郷
で
あ
る
四
川
に
戻
り
、
万
峰
太

平
禅
寺
を
始
め
諸
刹
で
接
化
を
行
な
う

(
『破
山
禅
師

年
譜
』
崇
禎
六
年
癸
酉
条

・
10
b
)。
崇
禎
十
五
年
は

春
の
解
制
ま
で
は
濾
州

(四
川
省
)
江
安
県
幡
龍
禅
寺

(四
川
省
濾
州
江
安
県
)
に
い
て

(『破
山
禅
師
年
譜
』

崇
禎
十
五
年
条

・
14
b
)
、
そ
の
後
、
何
月
か
は
不
明

だ
が
同
年
中
に
大
寧
禅
寺

(四
川
省
憂
州
府
開
県
)
に

住
持
し
て
い
る

(同
前

・
15
a
)。
何
れ
に
し
て
も
四

川
に
在

っ
た
。

費
隠
は
、
崇
禎
六
年

(
一
六
三
三
)
に
福
建
の
黄
漿
山

(
10
)

万
福
禅
寺
に
出
世
開
堂

(『費
隠
禅
師
語
録
』
巻

一
・1

a
)
、
崇
禎
十
年

(
一
六
三
七
)
に

一
旦
、
法
通
寺

(漸

江
省
温
州
府
永
嘉
県
)
の
住
持
と
な
り

(同
前
・巻
二
・

7
a
)、
翌
崇
禎
十

一
年

(
一
六
三
八
)
に
石
車
通
乗

の
後
を
受
け
て
金
粟
山
広
慧
禅
寺

(漸
江
省
嘉
興
府
海

塩
県
)
に
入
院

(同
前

・
巻
二

・
16
a
)
。
順
治
三
年

(
一
六
四
六
)
ま
で
金
粟
に
住
持
し
て
い
た
。

朝
宗
は
、
崇
禎
六
年

(
一
六
三
三
)
に
金
陵
の
祇
陀
林

に
出
世
開
堂
し

(『朝
宗
禅
師
語
録
』
巻

一
・!
a
)
、

同
入
年

(
一
六
三
五
)
に
は
新
安
の
石
耳
山

(巻

一
・

住
新
安

(漸
江
省
衙
州
府
)
石
耳
山
語
録

・
10
a
)、

十

一
年

(
一
六
三
入
)
に
は
海
塩
の
霊
祐
禅
寺

(巻

一
・

住
海
塩

(漸
江
省
嘉
興
府
海
塩
県
)
霊
祐
禅
寺
語
録

・

13
a
)
、
十
二
年

(
一
六
三
九
)
に
は
福
州
の
霊
石
禅

院

(巻

一
・
住
福
州
霊
石
禅
院
語
録

・
20
b
～
21
a
)

と
苗
田
の
曹
山
上
生
禅
寺

(巻

一
・
住
蒲
田

(福
建
省

興
化
府
蒲
田
県
)
曹
山
上
生
禅
寺
語
録

・
24
a
)、
金

陵
天
隆
寺
を
挟
ん
で
十
四
年

(
一
六
四

一
)
に
は
紹
州

の
曹
渓
南
華
禅
寺

(巻
二

・
住
紹
州

(広
東
省
紹
州
府

曲
江
県
)
曹
渓
南
華
禅
寺
語
録

・
8
a
)
に
入
り
、

十
六
年

(
一
六
四
三
)
に
慶
州
の
宝
華
禅
寺
に
入
院
し

て
い
る
か
ら

(巻
二

・
住
慶
州

(江
西
省
籟
州
府
)
襲

公
山
宝
華
禅
寺
語
録

・
28
a
)
、
恐
ら
く
広
東
に
い
た
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も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
距
離
の
遠
近
に
関
わ
ら
ず
、

当
時
、
朝
宗
は
密
雲
の
後
継
者
と
し
て
選
ば
れ
る
可
能

性
は
無
か
っ
た
。
『密
雲
禅
師
年
譜
』
に
拠
れ
ば
、
「
〔崇

禎
十
三
年
庚
辰
(
一
六
四
〇
)
〕
夏
六
月
、見
朝
宗
忍
録
、

有
与
禅
者
論
臨
済
玄
要
語
、
多
違
従
上
綱
宗
。
与
書
規

正
之
万
言
、
名

『判
朝
宗
説
』
。
秋
九
月
、
朝
宗
不
自

俊
革
、
執
恪
前
説
如
故
。
乃
親
抵
秣
陵

(江
蘇
省
江
寧

県
の
東
)
面
鞠
之
。
十
月
、
至
石
頭
城
、
忍
避
匿
不
出
。

一
時
諸
嘗
間
道
者
、
如
方
侍
御
核
未

・
京
兆
二
無

・
銭

太
嘗
元
沖

・
/
趙
屯
田
二
謄

・
玩
給
諌
元
海
、
成
驚
喜

出
非
意
。
留
斎
三
日
、
離
都
還
山
。
故
有

『復
判
朝
宗

書
』
出
焉
」
(49
a
～
b
)
と
、
密
雲
は
崇
禎
十
三
年

に
朝
宗
の
論
を
批
判
し
た

『判
朝
宗
説
』
お
よ
び

『復

判
朝
宗
書
』
を
出
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
費
隠
通
容
も
同

年
に
朝
宗
を
批
判
し
た

『金
粟
開
謬
』
三
巻

(『費
隠

禅
師
別
集
』
所
収
)、
お
よ
び
崇
禎
十
七
年
の

『規
謬

見
長
老
書
』

一
巻

(同
前
)
、
順
治
六
年
の

『再
規
謬

見
長
老
』

一
巻

(同
前
)
が
あ
る
。
費
隠
に
よ
れ
ば
、

「我
先
師

(
11
密
雲
)
在
日
、
見
伊
如
此
謬
見
穿
墾
、

埋
没
従
上
正
法
眼
蔵
、
遂
有

『判
説
』
及

『二
判
』
、

刻
行
干
世
、
令
人
人
知
其
謬
見
。
且
躬
到
金
陵
、
追
回

従
前
所
付
払
子
。
因
渠
逃
窒
無
踪
、
痛
叱
而
還
。
此
係

天
下
人
所
共
知
者
。
過
三
年
、
先
師
示
寂
。
朝
公
還
不

改
俊
、
猶
欺
凌
死
亡
、
作

『自
白
語
』
、
大
本
刻
出
。

(
11
)

(
12
)

其
不
経
之
談
、
不
能
備
挙
」
(『費
隠
禅
師
別
集
』
巻
七
・

規
謬
見
長
老

・
5
b
)
と
、
密
雲
は
朝
宗
に
付
与
し
た

払
子
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
朝
宗
は

死
ぬ
ま
で
自
説
を
変
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
、

法
嗣
と
し
て
の
名
前
を
実
際
に
外
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
資
格
は
有
し
て
い
た
。

万
如
は
、
崇
禎
十
四
年

(
一
六
四

一
)
に
如
如
禅
院
に

出
世
開
堂
し

(『万
如
禅
師
語
録
』
巻

一
・
住
漸
江
嘉

興
府
如
如
禅
院
語
録

・
1
a
)、
翌
年
、
密
雲
が
遷
化

す
る
直
前
の
崇
禎
十
五
年

(
一
六
四
二
)
四
月
に
福
建

の
曹
山
上
生
禅
寺
に
入
院

(『万
如
禅
師
語
録
』
巻
二
・

住
福
建
興
化
府
曹
山
上
生
禅
寺
語
録

・
l
a
)、
更
に

翌
十
六
年

(
=
ハ
四
三
)
四
月
に
は
密
雲
の
師
で
あ
る

幻
有
正
伝
が
住
し
て
い
た
寺
で
あ
り
、
ま
た
密
雲
初
住

の
寺
で
も
あ
る
荊
渓
の
龍
池
山
禺
門
禅
寺
に
入

っ
て
い

る

(『万
如
禅
師
語
録
』
巻
三

・
住
荊
渓

(江
蘇
省
常

州
府
)
龍
池
山
禺
門
禅
寺
語
録

・
l

a
)
。

木
陳
の
詩
文
集
で
あ
る

『布
水
台
集
』

の
記
事
に
拠
れ

ば
、
「辛
巳

(崇
禎
十
四
年

・
一
六

四

一
)
仲
夏
、
予

自
銭
唐
蹄
隙
匡
盧
。
山
居
無
事
、
因
爲
汗
漫
之
遊
」
(『布

水
皇
集
』
巻

一
一
・
12
b
)、
「辛
巳
、
隙
匡
南
」
(『布

水
壼
集
』
巻
三

一
・
16
a
)、
「辛
巳
之
冬
、
予
自
布
壼

訪
公

(
11
藍
林
遠
公
)」
(『布
水
壼
集
』
巻
二
四
・11
a
)

と
あ
り
、
前
年

の
崇
禎
十
四
年
に
は
明
ら
か
に
盧
山
に
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(13

)

(14
)

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
じ
く
木
陳
の
詩
文
集
で
あ

る

『百
城
集
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
文
を
撰
述
し
た

年
次
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「崇
禎
十
五
年

匡
山
作
」

と
さ
れ
る
も

の
と
し
て
、
「春
朝
喜
筆
玉
孫
居
士
見
訪

出
登
盧
山
歌
瓢
然
有
出
塵
之
志
別
後
復
寄
盧
陵
残
雪
圖

次
韻
速
之
」
(
『百
城
集
』
巻

一
・7
a
～
b
)、
「
用
前

韻
招
塞
玉
孫
陽
江
」
(巻

一
・7
b
～
8
a
)、
「送
愚
拙

二
禅
人
之
雲
間
」
(巻

一
・8
a
～
b
)
の
三
篇
が
あ
り
、

こ
の
年
の
冬
に
木
陳
は
天
童
寺

に
住
持
し
て
い
る
か

ら
、
夏
以
前
は
、
ま
だ
盧
山
に
い
た
可
能
性
が
高
い
。

石
奇
は
、
崇
禎
十
四
年

(
=
ハ
四

一
)
入
月
に
台
州
霊

鷲
禅
寺
に
出
世
開
堂
し

(『雪
實
石
奇
禅
師
語
録
』
巻

一
・
住
台
州

(漸
江
省
台
州
府
臨
海
県
)
霊
鷲
禅
寺
語

録

・
l
a
)
、
同
十
六
年

(
=
ハ
四
三
)
冬
に
は
台
州

の
景
星
巌
浄
居
禅
寺
に
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(巻

一
・
住
天
台

(漸
江
省
台
州
府
天
台
県
)
景
星
巌
浄
居

禅
寺
語
録

・
9
b
)
。
翌
年
冬
、
そ
の
景
星
巌
に
お
い

て
雪
實
の
請
を
受
け
、
弘
光
元
年

(
=
ハ
四
四
)
に
明

州

の
雪
實
山
資
聖
禅
寺
に
入
院
開
堂
し
て
い
る

(巻

二

・
住
明
州

(漸
江
省
寧
波
府
)
雪
實
山
資
聖
禅
寺
語

録

・
1
a
)
。

崇
禎
十
三
年

(
一
六
四
〇
)
冬
に
嘉
興
の
古
南
禅
院
に

入
院

(
『牧
雲
和
尚
語
録
』
巻
二
〇

・
行
実

・
1
a
)、

崇
禎
十
七
年
春
に

一
旦
辞
去
す
る
ま
で
こ
こ
に
在

っ
た

(
15
)

(
16
)

(『獺
斎
別
集
』
巻

一
一
・
古
南
時
之
飴
二
折
藍

・
池

上
来
三
十
五
首
有
序

・
11
a
)。

浮
石
は
、
崇
禎
十
二
年

(
=
ハ
三
九
)
に
嘉
興
府
平
湖

の
青
蓮
寺
に
入
寺
し

(『浮
石
禅
師
語
録
』
巻

一
・
嘉

興
府

(漸
江
省
)
平
湖
県
青
蓮
寺
語
録

・
1
a
)、
そ

の
後
、
蘇
州
府

(江
蘇
省
)
呉
江
報
恩
禅
寺

・
揚
州
府

(江
蘇
省
)
海
門
三
仙
広
慧
禅
寺
・嘉
興
府

(漸
江
省
)

東
檎
禅
寺

・
寧
波
府

(漸
江
省
)
天
童
景
徳
禅
寺

・
秀

州

(漸
江
省
嘉
興
府
)
棲
真
寺

・
常
州
府

(江
蘇
省
)

宜
興
善
権
寺
語
録

・
蘇
州
府

(江
蘇
省
)
常
熟
福
城
禅

寺
に
住
持
し
た
と
さ
れ
る
が
、
順
治
十

一
年
か
ら
十
四

年
に
住
し
た
天
童
を
除

い
て
は
、
住
持
し
た
年
次
が
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、
「蘇
州
府

(江
蘇
省
)
呉
江
報
恩

禅
寺
語
録
」
の
中
に
、
「
師
六
旬
寿

誕
、
洪
行
上
座
請

上
堂
」
(『浮
石
禅
師
語
録
』
巻
二

・
16
b
)
六
十
歳

11

順
治
十
五
年

・
一
六
五
八
)
と
い
う

一
段
が
あ
る
が
、

浮

石

が
六

十

歳

に
な

っ
た

の

は

順
治

十

五
年

(
一
六
五
八
)
で
あ
る
か
ら
、
天
童
に
住
持
し
た
後
の

こ
と
と
な
る
。
よ

っ
て
、
『語
録
』

の
上
堂
に
並
べ
ら

れ
た
寺
の
順
序
も
、
年
次
順
で
は
な

い
可
能
性
が
あ

る
。
と
も
あ
れ
、
崇
禎
十
五
年
当
時
は
、
寺
を
出
て
行

脚
ま
た
は
隠
棲
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

林
野
は
、
崇
禎
十
六
年

(
一
六
四
三
)
四
月
に
台
州
通

玄
禅
寺
で
開
堂
し
て
お
り

(
『林
野
奇
禅
師
語
録
』
巻
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一

・
住

漸

江
台

州

府

天
台

山
通

玄

禅
寺

語

録

・
1

a
)
、

『宗

統

編
年

』

も

「
癸

未

〔崇

禎

〕

十

六
年

…
林

野
奇

和

尚

、
継
住

通
玄

」

(巻

三

一
・
Z

1

4
7

・
2

4

1

a
)

と

す

る

。
た

だ
、
「
天
童

林

野
奇

和

尚
行

状

」

(
『語

録
』

巻

八

附
録

)

に
拠

れ

ば

、
「
壬
午

(崇
禎

十

五
年

)

秋

、

聞

悟

計

音

、
奔

赴

通
玄

、

衆

推
結

席

、

枚
卜

舘

前

、

及

師

者

三
、

義

不

容

却

、

乃

居

方

丈

」

(
4

a
)

後

述

す

る
よ

う

に

、
崇

禎
十

五
年

(
一
六
四

二
)
冬

に
出

さ

れ

た

牧

雲

の

「
止
輪

住

之

議

、請

推

木

陳
和

尚

主

天
童

書
」

に

は
、

「
林

兄
主

通
玄

、

又
爲

縫

和
尚

之

席
　

」

(
『
四

悉

書

』

巻

一
四

・
6

b

～

7

a
)

と

あ

り

、
ま

だ

開
堂

し

て

い
な

い
も

の

の
、

密

雲

が
遷

化

し

た

通
玄

の
後
董

と

し

て
、
既

に
寺

を
任

さ

れ

て

い
た

こ
と

が
知

ら

れ

る
。

(
17
)

以

下
、
典
拠

と

し

た
各

書
簡

と

略
記

は

次

の
通

り

。

『費

隠

禅

師

別
集

』

は
駒

澤

大

学

図
書

館

所

蔵

で
あ

り

、

閲

覧

が

可
能

で
あ

る

が
、

北

京

図
書

館

の

『
四
悉

書
』

は

閲

覧

が
難

し

い
の

で
、
論

末

に

原
文

を
付

載

し

た
。

〔
牧

雲
〕

定

天
童

継

席
書

壬
午

冬

前
後

八
首

1

復

天

童

勤

旧

議

公

卜

住

持

書

附

來

書

(
『
四
悉

書

』
巻

一
四

・
5
b
～

6

a
)

11
牧

1

2

止

輪

住
之

議

推
木

陳

和

尚
主

天
童

書

時

山

中
諸

師

出
請

金

粟

(同

前

・
6

a
～

8

a
)

11
牧

2

3

与

木

陳

和
尚

書

附
復

書

(
同
前

・
8

a
～

b
)

11
牧

3

4

与

石

奇

和
尚

書

附
來

書

(
同
前

・
8

b
～

9

a
)

11
牧

4

5

又
復

石
奇

和

尚
書

(同

前

・
9

a
)

目
牧

5

6

又

与

石

奇

和

尚

推

定

木

陳

和

尚

主

天

童

書

(
同

前

・
9

a
～

11

a
)

11
牧

6

7

与
南

源

師
請

公

推

木

陳
和

尚

主

天
童

書

(
同
前

・

11

a
～

12

a
)

11
牧

7

8

観

請

木

陳
和

尚

主

天
童

書

(同

前

・
11

a
～

12

廿

11
牧

8

〔
費

隠

〕

説

木

陳

欺

天

童

老

和

尚

(
『
費

隠

禅

師

別

集

』

巻

一
五

・
l

a
～

11

a
)

11
費

そ

の
他

、
牧

雲

通

門
と

木

陳

道
悉

と

の
関

係
を

示

す
牧

雲

側

の
資

料

に
、

次

の
十

三

点

が
存

す

る
。

侮(b)(c)(d)(e)(f)

与
木
陳
和
尚
論
法
門
不
妄
付
授
書

(『四
悉
書
』

巻

一
四

・
12
b
～
14
a
)

与
木
陳
和
尚
論
弘
法
宜
遵
先
式
書

丙
申

(順
治

十
三
年
)
(同
前

・
18
a
～
20
b
)

又
復
木
陳
和
尚
修
海
印
道
場
書

(同
前

・
20
b
～

21
b
)
《
本
文
》
四
六
七
字

寄
天
童
木
陳
和
尚

(木
陳
天
童
初
住
の
時
)
(『獺

斎
別
集
』
巻
四

・
書
啓

・
10
b
～
11
a
)

簡
能
仁
木
陳
和
尚

(順
治
六
年
～
七
年
頃
)
(『獺

斎
別
集
』
巻
四

・
書
啓

・
29
b
)

復
広
潤
木
陳
和
尚

(順
治
五
年
～
六
年
頃
)
(『獺
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(
18
)

斎

別
集

』

巻

四

・
書
啓

・
30

b
～

31

a
)

図

復

道
峰

木

陳
和

尚

(順
治

八

年
頃

)
(
『獺

斎

別
集

』

巻

五

・
書

啓

・
5

a
～

b
)

ω

復

天

童
木

陳

和

尚

(木

陳

天
童

初
住

の
頃

)

(
『獺

斎

別
集

』

巻

六

・
雑
膿

・
8

b
～

9

a
)

与

広

潤
木

陳

和
尚

(順

治

五
年

～

六
年

頃

)

(
『獺

斎

別
集

』

巻

六

・
雑
順

・
19

b
)

東

木

陳
和

尚

(順

治

八

年

～
九

年

頃
)

(
『獺
斎

別

集

』
巻

六

・
雑

績

・
23

a
)

㈹

与

天
童

木

陳

和
尚

書

(天
童

再

住

の
時

)

(
『獺

斎

後

集
』

巻

二

・
24

a
～

b
)

復

天
童

木

陳

和

尚

(天

童

再
住

の
時
)

(
『獺
斎

後

集

』
巻

二

・
27

b
)

天

童

木
和

尚

送
被

東

謝

二
首

(天
童

再

住

の
時

)

(
『獺

斎

別
集
』

巻

八

・
偶

・
18

a
～

b

)

拙
著

『元
代

禅

宗
史

研

究
』

(b
●一
。。
①
～

H
O。
刈
)
参

照

。

【付
録
】
「定
天
童
継
席
書
壬
午
冬
前
後
八
首
」

(北
京
図
書
館
所
蔵

『牧
雲
和
尚
四
悉
書
』
巻

一
四
所
収
)

*
資
料
抄
写
の
際
の
誤
字
が
存
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

疑
わ
し
い
個
所
は

(

)
で
訂
正
を
加
え
た
。

《第

一
書
》
復
天
童
勤
奮
、
議
公
卜
住
持

附
來
書

来
書

11
=

八
字

本
文
11
一
=

一字

先
和
尚
住
持
天
童
、
凡
十
有
二
載
。
去
歳
出
山
、
迄
今
示
寂
通

玄
、
當
二
秋
之
交
。
法
鼓
不
鳴
者
、
蓋

一
年
有
奇
　
。
某
等
切

思
、
山
門
不
可
久
暖
無
主
。
公
同
合
山
大
衆
倉
議
。
惟
薙
十

一

月
十
六
日
、
爲
和
尚
初
度
之
辰
。
乗
天
地
至
公
無
私
之
道
、
戴

頂
佛
祖
龍
天
與
和
尚
常
寂
光
土
之
露
、
於
付
法
諸
兄
、
卜
定

一

人
、
爲
叢
林
主
。
伏
望
飛
錫
假
臨
菰
會
。
/

(6
a
)

不
肖
蹄
禾
、苦
牙
疹
。
伏
枕
、
承
諸
兄
頒
翰
。
當
菰
月
十
六
日
、

封
越
先
師
和
尚
干
常
寂
光
中
、
公
卜
山
中
住
持
。
時
哉
、
時
哉
。

正
其
宜
　
。
念
不
肖
出
山
未
幾
、
未
能
即
赴
同
爲
九
頓
。
然
諸

兄
所
基
、
蓋
乗
至
公
、
即
在
蜀
在
廣
、
猶
在
山
也
。
似
不
必
不

肖
病
躯
謹
明
、
亦
不
必
不
肖
病
躯
入
卜
。
侍
在
知
愛
、
敢
此
曲

陳
病
怠
之
懲
。
伏
乞
原
恕
。

*

《第
二
書
》
止
輪
住
之
議
、
請
推
木
陳
和
尚
主
天
童
書

時
山

中
諸
師
出
請
金
粟

本
文

・
七
三
三
字

昨
小
舟
濁
返
、
有
失
追
陪
。
病
躯
殊
不
自
安
。
倦
而
伏
枕
。
味

所
立
尊
議
、
乃
知
天
下
之
理
、
言
之
非
難
、
惟
臨
於
事
爲
難
/
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(6
b
)
耳
。
何
也
。
如
南
源
兄
議
、
入
塔
時
定
卜
、
其
言
甚

公
。
莫
可
撚
揺
。
然
有
慮
。
其
時
紛
紛
衆
散
而
叢
林
卒
冷
。
自

得
公
翰
、
於
先
師
生
辰
定
卜
、
斯
爲
美
　
。
又
有
慮
。
卜
在
川

廣
、
彼

一
時
必
不
能
至
、
而
叢
林
荒
落
。
勢
又
必
不
能
久
待
。

此
非
所
謂

「於
理
最
爲
公
、
而
事
乃
不
能
相
鷹
」
。
於
是
見
持

理
臨
事
之
爲
難
也
。
弟
則
熟
思
之
、
既
卜
於
入
塔
、
卜
於
生
辰
、

理
難
大
公
、
而
不
能
濟
於
近
事
、
則
當
乗
至
公
之
心
、
再
思
其

次
焉
。
方
今
山
中
來
書
議
、
塞
住
持
、
既
不
澤
於
他
宗
別
派
、

則
承
先
師
之
囑
者
、
現
在
九
人
而
已
。
住
院
無
論
大
小
、
曾
於

人
天
前
開
法
者
、
去
其
六
。
林
兄
主
通
玄
、
又
爲
縫
和
尚
之
席

/

(
7
a
)
　
。
而
同
門
未
経
龍
天
推
出
者
、
此
黄
巌
木
兄

・

平
湖
浮
兄
両
人
。
叙
以
法
次
、
木
兄
爲
長
。
今
天
童
虚
席
、
木

兄
現
在
山
。
舎
之
其
誰
邪
。
此
弟
在
山
時
、
已
自
簿
之
。
必
如

是
而
後
當
然
。
未
敢
形
諸
唇
吻
者
、

一
則
有
南
源
兄
入
塔
定
卜

之
議
。

一
則
有
遠
近
成
卜
之
議
。
設
早
言
之
、
衆
必
以
弟
爲
非

而
沮
。
又
黙
料
前
二
議
、
理
甚
公
、
而
事
必
不
慮
。
此
其
待
二

議
之
不
行
、
則
弟
此
議
乃
敢
出
、
然
后
山
中
衆
兄
、
或
可
采
聴
。

非
久
黙
斯
要
也
。
今
破
兄
在
遠
、
現
在
此
、
費
兄
長
、
理
當
主
。

是
議
爲
至
公
。
木
兄
念
千
年
之
祖
庭
、
從
是
議
、
爲
至
順
。
質

之
鬼
神
、
無
可
疑
者
。
合
之
人
事
、
無
不
當
者
。
若
舎
是
議
、

「君
/

(7
b
)
子
於
其
所
不
知
、
蓋
閾
如
也
」
(『論
語
』
子

路
篇
)。
何
者
、
各
巳
弘
化

一
方
、
必
欲
其
舎
此
就
彼
。
同
承

先
師
致
囑
、
黙
置
而
不
請
開
法
、
山豆
同
門
之
誼
邪
。
要
亦
不
順

於
先
人
平
等
付
囑
之
念
　
。
惟
諸
兄
裁
之
外

(
11
処
?
)
、
讃

議
約
時
、
毛
骨
凛
然
。
守
先
人
之
業
、
而
怠
忽
者
、
此
誠
爲
嚴

　
。
然
揆
諸
事
情
、
諺
日
、
「謀
事
在
人
、
成
事
在
天
」
。
古
徳

云
、
コ

味
信
前
縁
」。
故
後
之
主
天
童
者
、
縁
或
久
、
未
可
以

三
年
限
也
。
縁
或
不
久
、
斯
能
強
之
乎
。
又
同
門
適
化
所
及
、

亦
本
昔
縁
在
南
在
北
、
或
遠
或
近
、
不
能
齋
也
。
設
近
者
而
三

年
不
赴
鳴
鼓
可
也
、
遠
之
當
奈
何
。
先
師
初
春
至
郵
、
告
諸
檀

護
日
、
「當
護
念
天
童
道
場
爲
祖
席
推
有
徳
」
。
乃
/

(8
a
)

公
言
猶
在
耳
。
今
既
不
澤
他
宗
別
派
、推
諸
同
門
。
若
日
輪
住
、

似
覧
擬

(?
)
口
。
又
輪
住
必
及
法
孫
、
則
恐
議
者
謂

「宏
智

覧
之
後
、
當
無
鷹
篭
祖
之
住
持
　
」
。
此
亦
弟
之
愚
慮
。
諸
兄

倫
以
爲
然
、
乞
采
揮
焉
。
弟
固
病
慶
。
恭
於
法
門
、
而
大
有
爲

弗
克
任
也
。
恐
後
不
能
承
命
。
先
此
申
布
。

*

《第
三
書
》
與
木
陳
和
尚
書

附
復
書

本
文

・
五
二
字
、
復
書

・
四
〇
字

荒
院
寂
蓼
、
龍
象
忽
臨
、
内
外
失
措
。
諒
在
垂
宥
。
不
以
簡
慢

爲
責
。
山
中
住
持
、
糠
弟
愚
見
、
公
而
推
之
。
吾
兄
自
不
得
僻

此
任
。
已
達
諸
兄
、弦
不
贅
述
其
事
。

時
木
陳
和
尚
出
在
金
粟
。

忽
忽
過
擾
、
殊
爲
憶
款
。
抵
金
粟
、
果
不
出
兄
所
料
。
又

成
/

(8
b
)
一
番
話
擶
。
奈
何
同
行
既
衆
、
不
獲
踵
門
。

辞
謝
爲
罪
。
幸
原
之
。

*

《第
四
書
》
與
石
奇
和
尚
書

附
來
書

本
文

・
=
一二

字
、
復
書

・
七
五
字
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前
弟
在
山
、
請
兄
結
制
者
、
因
其
時
不
結
制
、
大
衆
均
有
出
山

之
意
、

一
時
走
散
、
失
叢
林
膿
、
而
塔
上
螢
作
、
亦
無
人
慮
手

故
也
。
此
錐

一
時
之
権
、
實
亦
不
得
已
之
事
。
今
兄
合
在
山
以

堂
中
事
爲
重
。
至
解
制
、
老
人
入
塔
、
著
草
鮭
他
行
、
乃
蓋
在

山
熔
看
安
衆
之
念
外
。
上
山
中
諸
兄
書
、
乞
韓
達
費
兄
、
則
天

童
之
叢
林
安
　
。
然
此
議
非
費
兄
不
能
主
。
天
下
之
理
、
當
就

於
長
者
決
耳
。
不
蓋
。

時
石
奇
和
尚
亦
在
金
粟
。

/
(9
a
)

斯
行
非
木
兄
主
裁
、
則
弟
焉
得
檀
爲
之
者
。
然
二
議
不
逃

明
堕
、
果
不
叶
所
請
。
蒙
來
諭
甚
當
。
恐
木
兄
随
入
山
、

而
有
旋
出
之
行
。
必
兄
於
月
半
前
後
、
早
早
進
山
、
同
商

之
可
也
。
在
諸
兄
、
無
不
唯
唯
。
便
中
草
復
、
百
凡
諒
諒
。

*

《
第
五
書
》
又

〔與
石
奇
和
尚
書
〕

本
文

・
五
五
字

輪
住
議
約
、
立
義
不
甚
蓋
善
、
恐
四
方
明
眼
人
簡
鮎
。
故
弟
不

得
已
而
出
愚
意
、
正
理
昭
昭
。
吾
兄
不
必
隙
。
或
傳
至
山
中
、

有
以
爲
不
然
者
。
後
事
不
必
示
教
、
可
也
。

*

《
第
六
書
》
又
與
石
奇
和
尚
請
推
定
木
陳
和
尚
主
天
童
書

本
文

・
七
入
入
字

前
観
山
中
所
立
議
約
、亦
知
事
在
難
庭
。
故
有
是
輪
〔
11
論
?
〕
。

而
弟
/

(9
b
)
不
敢
從
者
、
因
慮
前
慮
後
、
審
理
度
事
、
有

傷
先
師
瓢
然
捜
杖
之
意
。
且
自
子
而
及
孫
、
定
招
蛎
蛇
懸
窟
之

畿
。
若
弟
從
而
和
之
、
則
是
父
子
祖
孫
、
相
傍
住
持
、
歴
百
年

而
未
交
。
即
使
家
聲
不
墜
、
叢
林
日
隆
、
是
將
千
百
年
來
公
天

下
之
天
童
爲
己
有
。
豊
不
見
笑
於
大
方
之
家
。
又
昔
慮
奄
祖
所

呵
蛎
蛇
懸
窟
者
、
蓋
指

一
人

一
時
之
春
懸
也
。
多
人
百
年
而
春

懸
於
此
、
視
從
上
之
標
格
、
自
畳
有
難
言
者
ム矢
。
然
弟
非
謂
推

諸
同
門
法
脈
爲
不
可
。
特
未
可
遠
爲
之
計
、
定
爲
死
法
、
犯
先

徳
之
所
禁
。
故
不
得
已
霧
獄
鄙
議
、
實
公
基
也
。
正
欲
我
山
中

行
事
、
至
公
至
正
、
傳
之
將
來
、
有
光
於
先
人
耳
。
/

(10
a
)

若
弟
自
知
其
言
不
公
、
敢
投
諸
兄
之
前
乎
。
且
諸
兄
出
山
、
首

輪
金
粟
也
。
弟
所
議
者
、
則
黄
巌
也
。
若
自
反
而
不
縮
、
又
敢

即
於
金
粟
、
投
此
書
乎
。
然
弟
逆
料
、
吾
兄
見
事
糊
塗
、
或
不

與
衆
共
観
、
則
天
童
之
主
、
無
孫
乎
定
。
四
方
簡
鮎
、
從
是
而

興
。
故
兄
輩
廿
六
獲
舟
、
弟
廿
七
五
更
就
林
頭
乗
燭
、
爲

一
書

不
絨
。
切
囑
吾
兄
勿
隙
、
正
欲
人
共
見
共
聞
也
。
何
兄
不
原
、

乃
爲
隙
過
、
不
観
之
於
公
所
、
又
不
聞
諸
費

兄
。
推
兄
之
意
、

不
過
以
弟
所
議
與
兄
所
請
相
左
、
強
爲
回
護
。
量
知
弟
之
所
議
、

有
當
櫨
不
避
、戴
舌
乃
不
必
回
護
者
。
而
兄
寛
顧
以
尋
常
髄
面
、

曲
爲
掩
飾
。
殊
不
知
、
使
弟
正
議
不
伸
、
反
/

(10
b
)
害
法

門
大
義
。
又
弟
與
兄
書
中
、
明
明
道
破
。
此
議
非
費
兄
莫
能
主
、

必
聞
之
。
蓋
愚
意
錐
献
鄙
議
、
而
不
自
主
。
必
経
費
兄
之
長
、

然
後
定
者
。
亦
欲
費
兄
於
先
師
後
事
、出
隻
手
、共
推
木
兄
也
。

今
兄
不
使
費
兄
聞
、
則
兄
之
事
也
。
事
有
緩
急
、
其
間
更
有
何

商
量
、
有
何
別
議
、
尚
待
弟
入
山
乎
。
且
弟
前
出
山
、
山
中
或

如
南
源
兄
議
、
平
平
静
静
、
以
挨
入
塔
。
錐
臨
時
後
人
岡
措
、

而
目
前
無
紛
紛
也
。
今
也
、
生
忌
之
卜
、聞
之
諸
方
　
。
輪

(11

輪
?
)
住
之
議
、
又
播
於
人
口
　
。
當
此
際
而
不
定
、
則
是
取
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笑
於
諸
方
也
。
抑
亦
見
我
山
中
之
虚
無
人
、畢
事
之
多
起
倒
　
。

嗣
紹
來
述
、
所
以
坐
臥
不
安
。
復
此
馳
達
。
此
速
/

(11
a
)

與
南
源
諸
兄
、
采
弟
所
議
、
同
詞
敦
請
木
兄
主
持
。
償
木
兄
有

不
允
、
而
譲
而
出
山
、
是
在
山
中
諸
兄
、
把
住
要
津
、
則
事
定

　
。
設
若
放
過
、
再
上
黄
巖
、
請
殊
費
力
　
。
如
此
則
弟
明
春

踵
席
九
頓
爲
賀
。
或
兄
與
山
中
諸
兄
、
不
然
弟
議
、
或
錐
然
、

而
不
疾
墨
其
事
、
任
木
兄
行
住
、
失
此
機
會
、
則
叢
林
居
然
無

定
主
　
。
即
至
入
塔
、
弟
又
何
能
以

一
病
躯
、
復
與
山
中
紛
紛

之
事
乎
。
其
或
叢
林
冷
散
、
塔
事
不
週
、
四
方
責
議
、
論
名
位
、

則
金
粟
與
兄
、
二
首
座
在
也
。
論
法
次
、
則
諸
長
兄
在
也
。
恐

即
未
及
弟
焉
。

*

《第
七
書
》
與
南
源
師
、
請
公
推
木
陳
和
尚
主
天
童
書

本
文

・
二
二
九
字

/

(11
b
)
前
月
廿
五
承
諸
兄
遠
來
荒
院
、
論
以
議
約
。
弟
初

讃
不
勝
踊
躍
。
既
而
思
之
、
其
間
立
議
、
有
不
易
遵
。
然
則
山

中
紛
紛
、
何
時
而
定
其
主
乎
。
因
不
端
居
諸
兄
之
末
、
遂
出
鄙

議
、
作
書
寄
至
金
粟
、
奉
聞
諸
兄
、
推
黄
巖
木
兄
爲
主
。
諸
兄

還
山
、
其
書
必
聞
於
吾
兄
、
而
悉
其
事
　
。
今
復
此
切
恒
者
、

蓋
爲
山
中
始
終
之
事
、皆
吾
兄
本
念
欲
全
美
者
。
天
童
無
定
主
、

恐
兄
即
至
來
春
、
亦
不
能
惣
然
過
實
慶
。
何
不
及
時

一
定
。
木

兄
則
山
中
山
外
、
心
倶
安
　
。
或
木
兄
初
主
慮
事
煩
、
奇
兄
伍

畑
堂
中
事
、
吾
兄
傍
招
院
中
事
。
至
於
解
制
入
塔
。
此
則
二
兄

蓋
心
於
先
師
、
非
謂
壼
心
於
木
兄
。
即
謂
蓋
心
於
/

(12
a
)

木
兄
、
所
謂

コ

佛
出
世
、
千
佛
助
揚
。
互
爲
主
賓
、
理
所
不

擬
」
者
。
幸
從
是
基
、
恵
我
好
音
。

*

《第
八
書
》
勧
木
陳
和
尚
主
天
童
書

本
文

・
二
九
〇
字

弟
簿
山
中
事
、
不
逞
暇
食
。
然
以
法
次
、
擦
公
而
推
。
必
吾
兄

爲
主
、
則
名
正
言
順
。
吾
兄
自
不
得
別
有
推
托
。
設
別
有
推
托
、

徒
見
紛
紛
、
即
至
入
塔
、
靡
所
底
止
。
但
寛
先
師
和
尚
赫
赫
於

世
、
没
後
無

一
人
可
以
鎮
定
叢
林
、
是
可
恥
也
。
且
今
古
世
間

息
邪
説
、
扶
正
化
、
惟

一
理
之
所
在
。
衆
難
勝
天
、
久
則
自
定
。

不
惟
輕
塞
者
不
敢
越
、
而
當
仁
者
、
亦
不
容
固
譲
也
。
鳴
呼
、

弟
之
言
、
乃
剖
腹
剣
心
之
言
也
。
/

(12
b
)
弟
之
議
、
乃
水

窮
山
蓋
之
議
也
。
過
此
以
往
、弟
不
知
所
虞
　
。
天
童
之
結
局
、

果
聴
之
於
天
　
。
故
兄
或
有
所
別
慮
、
弟
當
梓
諸
書
以
行
、
鳴

諸
四
方
、
見
弟
之
所
議
、
出
於
正
也
、
公
也
、
非
私
也
。
山
中

諸
兄
、
采
而
聴
之
、
亦
正
也
、
公
也
、
非
私
也
。
采
聴
而
公
推

吾
兄
、
吾
兄
慨
然
不
辞
、
不
爲
過
遜
、
又
其
正
也
、
公
也
、
非

私
也
。
哀
哉
、
弟
之
心
亦
苦
　
。
吾
兄
或
堕
而
哀
之
、
不
惟
叢

林
安
、
及
門
之
心
塞
安
。
天
寒
潟
作
、
不
能
走
懇
布
此
匿
匿
。

臨
楮
不
勝
棲
咽
。


